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随 想一 むさぼるように森林の旅を続けた。昭和10年から20年

までは幾度か大陸に渡航した。

敗戦後は大雪山蕊に5年間閉じ寵り，一方東北北海道

の応用植物学的研究に精進した。そして30年にかけて

針葉樹林を主として北海遁の森林を群落学的に図解し始

めた。

× × ×

北海道の森林として私が研究的に取扱ったものを東の

方から列挙して承よう。根室，落石付近，温根湯経営区

のアカエゾマツ林，根釧原野の広葉樹林，釧路営林署内

上尾幌の森林，阿寒国立公園内の森林群落，知床半島の

植生，網走地方の落葉樹林，北見市を中心としては，髄

戸温根湯，チミケップの3森林，十勝の国においては三

股平,帯広付近の林相，日高山脈の中部，歩シヨウヤナ

ギの分布，九大演習林の植生などがある。

北から行くと，利尻・ネ1次両島，北見浅茅野付近，王

子造林の森林，北大天塩演習林，石狩の国に入っては大

雪山国立公園◆雨龍の演習林,札幌近郊一粥の地を調査
し続けた。それから南になると支笏洞爺国立公園一円，

それからニセコアンヌプリを調査し，奥尻島にも幾度か

渡り，道南各地はつぶさに歩いたと云ってよい。
× × ×

昭和11年頃から日本は急に膨脹し田した。瓢もその

毅に乗って幾庭か大陸に渡った。御1I,玉手,"1Iの3

氏を始めとして各位の御厄介になったことは非常に大き

かった。私の研究項目は牧野鯛査と森林植生調査にあっ

た。輿安西省の東北部ステップ地方，王爺廟，ハロンア

ルシャン，ホロンバイル，帯嶺，虎林，虎頭，三河など

想い出深い所であった。そして灘が東亜温帯とシベリア

亜寒帯との間の一つの移行地帯を認め得たのもこの時の

大きな収謹の一つである。満州で一番印象に残っている

のは大興安嶺の調査である。その時にも私ば大興安嶺の

中で正真正銘の原生林が意外に少なかったのに驚きまし

た。また蒙遜から華北への旅，その旅の中では山西省の

想い出が一番深い。中条山脈の2次林の樹種が関東地方

の2次の林属に良く似ていたのには興味が深かったし，

また五台山彙の寺廟の付近に残ったトウヒ属や，モミ属

の森林あるいは北麦カラマツ林の森林なども忘れ難い。
× × ×

昭和22年には青森営林局管内で竜飛，大間，尻屋の

3岬に対して植生調査をなしたが，同時に恐山付近，横

浜，内真部，小泊川上流などのヒパ林を見て歩いた。し

かし驚いたことにほとんど巨樹の林立する原聖体といっ
たものを見ることが出来なかった。それから東北地方に

おけるタプノキとヤプツバキの北限を3年ばかり追い，

また機のあるごとに，ブナ林をたずね歩心､た。十和田国

立公園のブナ林に最も期待をかけていたのであるが，ほ

とんど原生林はなく，1部に保存林はあったが，その林

床掴吻は通倣牧の影響を受けていた。また太平錆司にお

いては早池峯の山麓や黒沢尻，一関の奥などを探り日本

諏菌では鯵ヶ沢，鏑甫の奥にブナ林をたずね，秋田采で

は玉川温泉付近や鳥海山麓などをしきりにたずねたが，

原生林葬送譜
舘 脇 操

(31．6．29受理）

季ママ■~I雰揖一一＝■…ヨー弓一Ⅱ

＝

少年時代から誕は野や丘を歩きまわることがむや象に

好きだった。私は横浜に生れたが，その頃の横浜にはま

だまだいくつかの自然が残されていた。中学にスってか

ら私の心も足も山や森の方に向って行った。私臓日本ヒ

マラヤ登山隊第一回隊長三田幸夫君と箱根を中心に富士

や存痘を歩いたが，箱根は融達のホーム・グランドであ

った。中学2年の時は1人で福島県の二本松から安達太

郎山に登り，3年の時には霊山や土湯峠から磐梯に登っ

た。これは当時福島の近くに祖父がいたからである。4

年の時には白馬連峯に登って北アルプスの山の大きさ，

お花畑の壮麗さに目を見わったものである。時に大正6

年である。中学5年の時には神奈川県の丹沢から塔ケ岳

に入り，森林の深さというものに驚嘆した。当時山の飯

場から飯場に鹿の肉で一ぱいになった謹台を天秤にかけ

た若者に会い目を見わったものである。

大正7年9月，こうした環境から森林に魅惑されたの

であろうか，一生森林の中をさまよい歩こうと北大に笈

を負うて入学した。何でもかんでも自然の中を，それも

余り人の歩かない所を一生歩こうと溌心した。森林を正

確に見ようとするならまず森林生態学をやれと並河教授

(前京大農学部長)に唆かされた。当時日本の生態学会臓
簑つたくの揺藍時代であった。唆かされたと云う言葉は

良くないかも知れないが，これを読んだら並河先生ほニ

ヤ．リとするだろう。そして私は群落学を専攻したのであ

る。群落学の手ほどきは工藤祐舜博士にしていただき，

蒻詠生態学の開眼は武田博士にしていただいた。武田博

士とほ駒ケ岳，夕張にお供をした外，実験指導の道場は
大正13年約半月にわたる尾瀬一帯の地および奥日光の

旅であり，続いて大正14年八甲田から岩手山への旅で

あった。この両度の旅で得た群落学的観察法の収謹は私

の一生にとり忘れ難いものがある。続いて千鳥に10年

立籠り,‘宮部博士指導の下に本絡的な植物地理学の研究

をした。この間北大においては森林植物学を担当した。

私はあらゆる機会に北海道の森林に立ちスつた°そして

I
’
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館脇 ： 原生林葬
識
媚送

林の如きは痕跡ともいいたいものであった。そ．してそれ

は南から北進したというよりも私には特殊な残存要素と

しか考えられなかった。

× × ×

ともかく私の歩いた後を考え，以上列記した他再度に

わたる台湾の旅。また織刷i'lの旅などを考えてくるとま

ことに感慨無量のものがある。本当に若い日の頃，あこ

がれた原生林への旅を縦けて来た私は，今自分の足跡か

らこれを回想して承ると，ズタズタに切られたプ､イルム

の幾こまかが想い出から蘇えって来る。そして今日は少

し考えていることを云わせていただきたい。
× × ×

私は約10年前に東大の中村賢太郎先生に非常にクラ

シックな方法であるけれども，私は植物学の立場から森

林の記録を残しておきたいとお話したことがああ。先生

もよろこんで下さっていろいろと研究費を心配して下さ

ったこともある。私ほただ1人自分の研究法によって日

本の森林を遂次植生群落学的に図解して行った。そして

ふり返って承たら，いつかそれらの林のあるものは姿を

失っていた。戦後の土地利用の波にのり，農地法は森林

を追いまくった。昭和10年頃まではミズナラとカシワ

の林を主体としていた根釧原野の如き，もはやどこにも

原甥：葱追い得るところは無くなった。またあの山，こ

の山とたずねて象ても，鉄路から遠望し得る原生林も北

海道ですらほとんど姿をかき消すにいたっている。営林

署は増設されたが,駅土場の丸太臓日毎に細くなって行

き，森を愛する私は自分の体の身の細まるような思いを

続けてきた。もう2年前になるが，私I詞E欧から帰って

来て樽前や十脚I1の上流，石狩川の上流を見て本当に広

葉にば尽し得ない悲しみを味わった。〃悲痛の窮〃この

四字に尽きる。樹ll恭佐氏が編集した「石狩川源流原生

林総合調査報告」は何んという皮肉か。日本における最

大の面積を持ち，最美の林相を有していた。そしてまた

われわれが熱愛していた原生林の最後の記録を作ったこ

とになったのである。壊滅した林への哀惜は謹灸として

尽きない。思えばこの報告こそ日本原生林葬送譜となっ

たのである．もうどこにも原生林があると云っても，屋

久鳥を除けばその面積も多鍵が知れている。木の国と云

われた温識体，暖講林というべき日本天然林の末路とし

てば真に惨たりというべきである。しかも天然林施業に

よって木の国日本を代表すべき壮大な天然林がどこにも

無いという事は何というウイークポイントであろう。謙

虚な気持を持って研究人も技術人も天恵に対して深い反

省をし，心からの謝意を表わさなければならないのでは

あるまいか。日食iこ聖たれ行く日本の森休,最後のあが

きに浮彫になっている森林の運命，恐らくそれを避ける

事は出来ないだろう。せめてこの国に生れ科学の隅に息

をさせていただいている私としては，たとえ未完成に終

るともこの森林の姿の盲点に対して，最後まで自分の研

究の生命を捧げたいと思うc

代表的な原生林分というものを掴承得なかった。なおそ

の折にトチノキ，サワグルミ，ケヤキなどを主木とする

渓畔林にも注意を紙って行った。

1954年の秋，中部日本に1人の旅を続けた。まず長

野県の上高地にスリ，ケショウヤナギの森林を探り，続

いて立山の森林をみて燕靴Iから乗鞍，御岳，双六谷な

どの森林を見て歩き，続いて木曾路に入ってヒノキ林や
コウャマキ林を見て歩いた。この旅行で私がもっともガ

ツカリしたのは上高地付近で原始的な針葉樹の巨木から

成る森林を見ることが出来なかったことである。また乗

鞍の飛騨側にも端麗な巨大な愛嬢樹木を見ることが出来
なかったことである｡そして木曾五木に代る木曾新五木

（伊那のモミ，ツカ，北信のブナ，カラマツ，安曇のヒ

メゴマツ）なるものが作成されていたことである。何ん

という品の悪い木になったのであろう。私の心ほ暗かつ

た。中部日本で私が見ないのは南アルプ論の森林である
が，私はいつかそれを見たいと願っている。それにして

も私の瞼の裏に画かれていた原生林が，かくも姿を消し

ていたことは私の心に輿をたる秋風を吹き込んだ。

昭和30年の秋に臓意を決して屋久島に渡った。そし

て2週間下屋久営林署を中心としていろいろ調糀唾を

調査してみ.た。聞きしに違わず屋久島の森林は素晴らし

かった。メヒルギの緬熟も見たし，アコウーガジマルの

林も良い天然林にぶつかった。しかしこれは天然隊とい

うもので原生林でばなく，もう15年も早くここを訪れ
ていたらよかったと悔やまれた。シマウバメガシの林も

形ばかりの天然林を掴皐得たの承である。けれどもスギ

林モミ，ツガ称に対しては，かなり原生林をキャッチで

きた。しかし屋久島の昔からの記録を読んでいた私には

小杉谷からその上の作簔池は痛々しく，ことにある場所

は天然林の藝池の如き景観を与えて何とも云えない瀕既
に胸をしめつけられた。島久島の学術保護林は正宗鯉士

も樹筒しているが，はたして当を得たものかどうか疑い

がないわけではない。恐らく/l杉谷から宮之浦岳への登

鑿鑑に対しては，減のベルトがスギ，モミ，ツガの極盛

相が最後的なレゴードになるのではあるまいか。

鐵島の帰りに内之浦，火岬，志布志の芭宿ウ島,福

島美萱のクス林，都井岬のゾテツ林，青島のピ戸ウ林，

霧島の針漢誰癖を探って来た。また主として亜藝辮休が

蟻林への食込承方への研究をしてゑた。暖帯山岳林と

しての霧島の針窒調は割合に溌輝で私をよろこばせた。

1956年の春に臓南四国の旅を思いたって鴬操瀬，室

戸，足瘤，宿毛，松山，面河，本山の白髪山などを鑑査

してゑた。森林らしい諜陳は魚梁獺のスギ林，種祠のモ

ミ，ツガ林，白髪山のヒノキ，ツガ林などであった。そ

してそれらの地点では各をかなり面白いベルトを引くこ

とができた。四国における亜熱帯林というものは，私に

はエクザジャレ戸卜して想像されていた。自分が勝手に

想像していたのだから文句も云えないが，量訂ﾖにおける

アコウの林も大なるものならず，足摺におけるピロウの

《
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醒
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曇
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複線主索式架空線集材に関する研究

渡辺治人《” 太田 基偲’

大庭正治!‘》 武藤和也‘ヤ

(31．4．6受理）

I緒 言

この研究の主目的肱次の2点にある

（1）架空線築材における菫索の架線撤收，移転を

容易にすること

架空線集材箇所が移るごとに架空索の移転を行なわね

ばならない。大径の主索を用いると，この移転に技術的

にも経済的にも困難を伴うことが少なぐない。もし』径

の主索を用いて同等の作業ができるならば，主索の架

線，鋤便，移転は比較的容易となる。故に小径の主索を

用いる方法として，従来の単線主索の代りに複線主索を

用いる架座線集材法を採用する。

（2）架空線集材における支点間距離を延ばすこと

ならびに運搬荷重を増すこと

単線主索を用いる架空線集材においては，使用できる

主索の大きさにばおのずから限度があるから，支点間距

離にも運搬荷重にも制限を生ずるのほ当然でああ。もし

支点間距離がこの制限を超す時，またほ制限以上の荷重
を霞搬すぁ必要がある時朧，主索を複線とすることによ

って解決できる。

I複線全索式架空線集材に関する原案

（1）架索方式

(a)主索

主眼点：2本の主索が常にほぼ等しい間隔と張力を保

持すること。

対策：第1図に示す機構の主索調整滑車を試作し

（写爽1）これを主索の両端に使用して第2図及び写真

2に示すように架索する。

(b)曳索

主眼点‘長い集ﾎ搬鯛fに用いることができる方式とす

る。

対策：第2図に示すエンドレス式架空線集材注にお

ける曳索方式を採用する。

（2）搬器

主眼点：運搬荷重を2本の主索に等分して負担させる

こと。中間支持器を通過する時および横寂集材の時に搬

器に生ずる無理な応力をなるべく軽減すること。

対策：第3図に示すようにピン接合を応用した機織

の搬器を試作した。鱈真3）

（3）中間支持器

主眼点？直走用および左右いずれの曲走用にも使用で

きること。主索と曳索の麦持ならびに搬器の通過が確実

であること。主索と主索受け間の摩擦が少ないこと．

対策：第4図に示めす機構の中間支持器を試作した

(写真4）

（4）集材機・

主眼点？軽野であること。集材距離が御同の容蚤によ

って制限をうけない型式であること。

対策：エンドレス式集材震を採用する。（写真5）

M実地試験

原案に基づく謹線主索式架空線集材‘法が果して実用の

可能性があるか否かを検討する目的で，試作した搬器，

中間支持器，および主索調整滑車を使用して，菊池営林

署糠内の深葉国有林で昭和29年11月に8日間実地試験

を行なった。

現場はスギの造林地で緩傾斜の谷そいに主索を張っ

た。中間支柱には立木2本を選び，それに櫛kを渡し，

この横木に主索と曳索を支える支持器を]反付けた。上方

の主索調整滑車に接して2本の主索にそれぞれ動力計を

取付けて各主索の張力変化を同時に読取ることができる

ようにした。

架索の状況は第5図に示めすように，支点間の水平距

離はAB=84.08m,BC=56.191n,高低差はAB=7.99

m,BC=4.99m,纒調角はAB=5｡26', BC=5･5'で

ある。中間支持点Bでの水平偏向角は20．鉛直偏向角

ば21'であるc (写真6)

実験方法

（1）搬器の運行状態の観察

まず空搬器を用い速度を変えて数回宛往復させ,，次い
で130kgのスギ丸太4xn材を吊った搬器および300kg

のスギ丸太41n材を吊った搬器を用い同様に往復させ

て，直線部の走行状態と中間支持器の通過状態を観察し

た。

（2）主索の張力変化の測定

中間支持器の両側スパンをそれぞれ4等分し，各等分

点で機器を停止して木材を吊っている場合の主索張力を

2個の動力計で読取り，上下両端点ではさらに木材を地

上に下した場合の読承をとって，2本の主索の張力変化

を調べた。横取の場合は搬器から約30m側方にある木

鐘

0

首

縄
ロゴ

筆者．（1）（2）九大醗学部（3）（の態本営林局
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実験回数測定回数相関係数回帰係数
丸太の重愈

k9

130

130

180

130C御反）
300

犠
墾
“
８
“

３
３
３
２
３

７
４
今
２
１
５

８
９
８
８
９

９
７
９
９
９

●
白
●
●
●

０
０
０
０
０

創
翠
”
釦
、

●
●
●
■
９
号
申

１
１
１
１
１

k

－5－ 、



1

渡辺・太田・大庭・武藤：複線主索式架空線集材に関する研究

第1図主索調整滑車

』

《
、

第4図中間支持器 第5図

第3図搬 器
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その1例を第6図に示めすように2本の主索の張力間に
は高度の粗関関係が認められ，その回帰“は第1表の

ようにほとんど一致した数値を与えている。これば主索

調整滑車および中間麦捺綜の鍬受けの滑車が有効に働
いていることを示逸している。

W結 言

実地試験の結果から判断して，原案に基づく方式の複

線主索式架空線集材法が緒言に述べた目的を達するため

に実爾できる可能性が認められる。実用化について侭更

に機会を得て試験検討し度いと考えている。

この研究は文部省科学試験研究費と態本営林局の経費

によって行なったもので，試作には態太市塚本鉄工所の

協力を得，実地試験にほ態太営林局および菊池営称署の
関係各位から多大の便宜と協力を得た。厚く感謝の意を

表する。

材を曳き寄せながら動力計の読承をとった。羨難は130

kgの4m材を用いて往痕9回と樹反2回および300kg

の4m材を用いて往復3回について各主索の張力を測定

した。

結 果

（1）搬器の運行状態

中間支持器の屈曲点では搬器のピン接合部が有効に動
いて搬器が変形し，主索に沿って無理なく通過し，搬器

に原因する脱線は起らなかった。検寂の場合も写真7に

示めすように搬器は応力に応じて変形し，2本の主索に

荷重を等分しているように観察された。要するに単線主
索に比較して直線部も曲線部もともに運行に髪定感が増
した。

（2）主索の張力変化

実験から得られた各回の動力計の読象を図示すれば，

、

↓

垂
声

××

××
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の10月30日付読売新聞で広く紹介されたためか最近

その増し方などについて，各地から色煮と質問や照会な

ど続出してくるので，これにお答えする意味を含め記述

したものである。あえて浅い経験を顧承ず取りまとめな

のであるが，これに多少なりとも御役に立てば望外の幸

とする。

メタセコイアの

さし末について

☆

小谷内正一

（31．6．22受琿）
■

L二・ 凸.｡～＝,~詞 厚才曲 ‘心ニェローー症一一一・瓦一ー釦由一＝凸＝も母一言了ﾆヱﾃ享声＝＝宣売で万一一一＝下記一三

目 次

1はじめに

江採穂林とさし穂の採取

1．採穂林の仕立て

2． さし穂の採取

皿さし付実施上の主な点

Ⅳ成績

1．さし穂の太さ

2．穂作りやその扱い方

3．さし付時期別の比較

4．活着と苗木伸長との比較

5．さし苗の植え替え

V実施結果に伴う諸考察

Ⅵおわりに

鐸
》』

佐識県林業試験場前庭の混一タリーに異彩を放って
いるメタセコイア

6

なお，この実行や取りまとめに関し，絶大な御指導を

たまわった，前佐賀県林務課藤井毅一氏ならびに本稿提

出挺あたり色々と御援助や御骨折り下さった農林省林業

試験場造林科長坂口勝美氏に対し深く謝意を表する。

I 採穗林とさし穂の採取

1．採穂林の仕立て

メタセコイアをさし木によってﾒ鋤をすためには，苗

畑の近くに獅翰鮴を仕立てるとよいであろう。第1表は

昭和28.年度に，*澆奉鐵惹内の苗畑で設けた採穂称
から，毎年採っているさし穂の分量と，それを使っての

苗木生産の状況を示めしたものである。これによづて窺
えることは，スギのさし木などと異なり，たとえ少ない

親木でもメタセコイアは，露潮間にしかもわりあい容易
に大域衝せるという事実である。

この採穂隊仕立てに用いた苗木は京大演習林で謎成さ
れた1年生のもので，昭和28年譲り受けた当時の大き
さは平均16．7種であった。その苗木1,000本の内から

300本を採穂林にあて，約80種の間隔に植付をなしそ

の際勤Eとして油粕を少量用い，また趣gとして毎年2
～3回にわたり人糞尿を薄めて施している。

I はじめに

メ女セコイアは，いままでにわかった坊令時代の生長

が早いことによって，ホ襟界は間よりのこと，各方面か
らも特に注目されている濯奉の一つである。なお，この

樹の枝葉は，優しい感じを与える上に強い刈込承によく
耐えるので庭木としても喜ばれ，またその繁茂している

時の姿は見事であり移植の容易なことと相俟って，公園
や街路樹あるいは記念木など，すこぶる結織な穏鍾だと
もいわれている。

しかし，I画萱にいって，メタセコイアの育称上の佃猶

については，まったく未知数の種瀕だともいえよう。

佐賀采では昭和28年から京都ﾌﾙ学の御好意によりメ
獣セコイアの山地試植に乗り出し，これと同時にさし木

の養苗蕊業についても，きわめて積極的である。筆者は
幸いこのさしｵ塞苗の実行部面を主として受詩ち，特に
大量の増殖に腐心して来た次第であるが，とりあえず今
迄の掬兄をまとめて見ることとした。

本県におけるメタセコイアに関しては，たまたま昨年
や

I

今

箪者・佐奨県林業試験鍔

－－－－8－-一・
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小谷内： メタゼコイアのさし木について

第1表 さし穂採取の割合と育苗状況

薑し付鍾(本)…塗篭鯵)|得欝肇"）
｜

’

さし穂採坂量（本）

年度別採穂味の本数

’

当年伸長の枝葉’
2,008

16,500

霊 ’28，

47，

前年枝条

７
２
５
１

●
●
●
申

３
ゞ
８
１
３

４
今
６
６
６

877

11,635

19，278

31,790

昭和28年

〃29年

〃30年

計

300

280

185

2,008

17,069

31，339

50,416

一
的
鋸
“

５
７
８

３
ｐ

２
３

’ ●

(摘醸） イ．28年度は植栽した全本数からさし穂を採ったが，その後は苗木として他に分譲したり，あるいは試験に
供した都合などで採瀧淋の数は減じている。

ロ．前年の枝条とは2～3月中に，すなわち冬芽の開く前に採った‘のであり，当年伸長の枝葉とは4月以
降に採ったいわゆる緬支である。

ハ.採ったさし穂は全部きし付し，それから生産された苗木は大小に拘わらず一切を計上している。
二．さし付に対し，秒翻における牛産欝の割合を単に得苗率としてしめした。

2． さし穂の採取 穂休の仕立て方を考え，なお一定期日毎のさし穂採取の

昭和28，29年度中はどちらかといえば手当り次第に 分鐙を知るべく実行した。その綣果を掲げて見れば第2

さし穂を採ったといえよう。しかし30年においては採 表の通りである。

第2表採穂称仕立別採取時期別調査表

ノ

雪
桑

(木）

6．29

坂 量時 謝 別 採

F丁| 計癖淋仕立別
1| 5"1 6.' I LI' i

205 223 287
(20.5) (22.3) (28.7)
201 209 228
(20. 1) (20.9) (22.8)
248 311 300
(24.8) (31 .1) (30.0)
226 311 209

（22.6）（81.1）（20.9）
290 340 220
(29.0) (34.0) (22.0)
2,659 2.470 2,403
(i9.7) (18.8) (17.8)

3，829 8，8“ 3,647

4.20 4．30 5．10 5．20

－

120

(12.0）
161

(16.1）
203
(20.3）

278
(27.3）

287
(28.7）

2，438
(18.1）

3，482

地上高20" 10 2:25)
so l 1o s:")〃

40 10 2iz')〃

§｡ 」。 !:"）〃

6． 10 2:22)〃

樹高80~10.糎 135 2:Rs)
| ｣8' ''｡計

1，547

（154.7）

1，539
（153.9）

2，003
（200.3）

1，921
(192.1)

2,247
（空4.7）

19，847
（143.4）

28,604

124
(12.4)
120

(12.0)
]66

(16.6)
130
(13.0）

173
(17.3)
2, 187
(16.2)
･2，900

289
(289）
302
(30.2)
390
(39.0）
898
(39.3）
415

(41.5）

2，266
(I6.8)
4,055

188
(13.8)
163
(16.3）

197
(19.7）
177
(17.7）

271
(27.1）

1,75J
(13.0)
2，697

136
（13.6）

121

（12.1）
167

(16.7)
188
(18.8)
229

（22.9）

2，973
（22.0）

3，814

勺

』

＝
三

(挿繧） イ．28年値付.を行ない，同年およびその翌年さし穂を採り，30年3月に80～100漣の大きさとなっている
採職陳について各10本宛を選び地上高を適宜切断した。

戸．樹高80～100糎とある分は全然隙鱈をしないものである。
ハ．さし穂は一定の時期毎に所定の長さ（約10糎）に達しているものから採っている。
二．（）は母樹1本当り採れたさし穂の割合を算出したものである。

冬芽が開く前のさし穂，いわゆる前年の梯条をさし穂 て仕巽立てた方がよく，緑枝をさし穂として多く採るため
とするものは，2～3月の間に一度に採って利用するこ にはこの点を特に注意せねばなるまいかと思う。こうい
ととなるが，生育途中の撰蕊を採ってさし穂とする場合 ったことは今後もさらに調査を続け，適切な採穂林の仕
は,幾回となく掬反が出来る｡これはその個体数を多く増 立方を見出す一助に致したいと考えている。

やすのに都合のよいことであるが，そのためには採聴淋 I さし付実施上の菫な点
の肥堵省迦を上手に行なうことが大切であろう。なかん

ずくその仕立方を謂ろそかにしてはなるまいかと思う。 メタセコイアは,さし木の比較的容易な部類である｡し
第2表によれば地上20～30糎に切断したもの及びその かし最初からこれをうの象して，万一にも粗放なさし付
まま放澄していたものではいずれも採取量が少ない。す を行なったとすれば大なる失敗を招くであろう。筆者が
なわち親木の梢頭部の発育を僅づか圧える程度に罰詰め 今迄に実施したうちで，特に注意した点を述べて見れば

・・－－－－ 9 ‐一-一
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小谷内： メタセコイアのさし木について

1．前年の枝条，いわゆる冬芽の開かないものをさし 4．当年生の枝葉，いわゆる緑枝をさし付した分は,

穂として利用する場合は，スギをさし付すると同様にそ 50～60日目に至ると多少生育に不揃いが生じ,大部分

れ程まで心配するには及ばない、一旦生長を開始して， は発根したという状態も判ってくる。この時期において

発育途中にある軟かい緑枝を採ってさし付するものは特 すでに準備済墨の苗床に移すのであるが，その割合は平

に乾かさないように注意し，しかも採ってからなるべく 方米あたり30本程度でよい。

速かにさし付すること。 5． さし付床や移植床は，いずれも前もって根切虫の

2、 さし穂の長さは普通10糎程度となし，その下部 徹底的駆除を行っている。ヒノキの苗床と同様に根切虫

は鋭利な刃物で切直すこと。蚕た切口は粘土水（テンプ の被害は割合に多いので，これには充分注意した。

うのころもに使う程度にメリケン粉をうすめた固さ）に 6． さし床には麹Eを用いないが，移植床には堆肥を

一旦浸涜の後さし付をする。 平方米あたり2遜施用し，後から郵凹として，うすあた

3．前年の枝条をさし付する場合は，上部の冬芽を犬 人糞尿を数回施用している。

切にし，その基部近くまで深くさし付（普通8～9糎）
Ⅳ成 績

をする。これをさし付するには平方米あたり30本く．ら

いの密度でよいが，しかし当年伸長の枝葉をさし付号-る 3カ年にわたる養苗成績の総括は,第1表の通りであ
場合ば，後からの管理に充分注意せねばならぬため，平 るが，その間にた震たま試欺たもので参考になったと思
方米あたり400本程鹿の密にさし，また，さし付の深さ われる成績を掲げて見れば，

ほ3～4糎とする。その後の管理については特に日覆と 1．さL穂の太さ
潅水の点を注意すべきであろう。すなわちさし付してか 前年の枝条を採り，一定の長さに管切したさし穂は，

ら3週間余りは，葭鍵を二重となし次いで葭賛を一重と その太さにおいて一棟ではない。すなわち大小さまざま

なし，概むね40～50日を過ぎれば日覆は取り除く，そ であるので，これを太さ別に区分しさし付を試承たとこ

して努めて外気に晒すとよい。なお，潅水も最初の間は ろ1第3表の如き成績が得られた。これによれば長さ10
励行するが，遂次分量を減らすといった具合に，いずれ 糎程度のさし穂では，細いもの及び極端に太いもの，い

もその加減には充分注意している。 ずれも活着率力悪く，およそ末口直径4～7粍程度のさ

第3表 さし穂の太さ別の活着比較

『

■

』

《
、

２
ゴ

秋季の大きささし穂の太さ さし付本数枯損本数活着本数|活着率(%〕 備 考
平均幹長確)平均根際直径(粍）

53.6 10.3

640 12.1

63．3 12．3

59．8 17．8

未口直径3粍以下

4～5粍

6～7粍

8粍以上

785

560

685

705

423

78

124

290

362

482

561

415

１
１
９
９

ａ
６
Ｌ
ａ

４
８
８
５

《

約20％は二又の苗木
●

約50%は二叉の苗木 rヌ

ー型

(摘要） イ
ロ

さし穂の銅反は30年3月22日とし，その翌日にさし付をした。

秋季に至って堀坂した時の生蔭鴬木数を活着本数となし，童たこれをもって満曹率としている。

第4表穂作りとその後の処置比較
b

カルス苗 I柚損苗

Ｊ

苗
諦
皿
却
鐇
秘
細

上

根
Ｌ
腓
‐数

１
６
９
１
０

１
４
０
《
皇
４
．

発
太

１
１

穂’作りなどの区分 さし付本数 －

本数|比率(%)|本数比率(%）
86 86．8 2 2．1

130 1 65．0 24 12．0

86 錨.0 5 2．5

34 21．3 5 3．1

57 57．0 8 3．0

荒採りしたままの聴 、

下部を刃物で切直す

下部切直し，枝葉を切詰める

同上の穂につき，切口鹿沼粘土の因子を付する

下部を罰直し，一昼夜切口を浸演う-る

99

200

200

160

100
＊

(摘要） イ．さし穂は30年4月25日採って翌日穂作りの上さし付した。ただし穂を採ってから穂作りするまでは
一応ドウランの中に入れ乾燥を防止している。

ロ．－昼夜満水に浸演したものは27日にさし付をしている。
ハ．この成織ま30年6月21日，すなわちさし付を行ってから57日目に堀取り調査したものである。

－10－
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小谷内： メタセコイアのさし木iこついて

し穂がよい成績をしめしている。 べた通り，陸づか200~300本の採穂林から，しかも2
2． 穂作りやその扱い方 ～3年の間に，3万本以上の苗木を生産したということ
当年伸長したいわゆる鋳支を採ってさし付する場合に はいうまでもなく主として当年伸長の橦驚を，割合無難

は，その作業において癩璽を期し特に穂作りやその後の だと考えられる癖潮庭おいて，さし付を羨鈍したからで
処詮に充分注癒せねばならぬ。次に示めす第4表はこう あろう。この上更に蘂美的にもつと有利なさし付の時期
いつたことの比較成績である。 を確かめて見たいとの考えから，昭和30年度に論いて

3． さし付時期別の比較 さし穂の採取分量を調べると共に，これを区分の上さし
メタセコイアのさし木において，限られた採穂称から 付を実施して見た次第であるが,その成績は第5,第6

少しでも多く殖すことを必要とすることは，現在として 表および第1図にしめず通りである。
止むを得ないことであろう。そのためには奎育途中の枝 ただし第6表は最初からさし付によい時期だとは考え
葉いわゆる緑枝を採ってさし付すると非常によい。まだ られなかったが，あえてこれを行い参考までに調べたも
この方法に限るのではあるまいかと思われる。すでに述 のである。

第5表 さし付時期別成績比較
織
里

I

520 1 s30 I""2 62' 計

28，604

10．624

8，436

9，5塁

37

30

33

ぎし付の時期
’

7．4

2,900

460

651

1，789

16

22

62

12．5

3．8

一
別

一
種

4.20 4.30 5．10

3,482 3,829 3,8641 3,647 1 4,055
2,076 1,672 1,329 ! 1,235 1 692

876 1,303 1,599 1,265 ' 1,068
530 854 986 1,147 2,295

60 44 34 34 17
25 34 4］ 35 26
15 22 24 31 57

23｣ 2L7 17s" 1"
5．2 5．0 4.7 4.2 3.8

さ し付本数

さし付60日目の発恨苗数
〃 カルス苗数

〃 ． 枯損苗数

｜議各百分比％

秋季に鎧ける平均幹長(糎

〃 平均根際直径(粍

316

93

135 1
65

29

50

21

29．5

6．5

3,814

2，140

859

815

56

23

21

25．9

5．4

2，697

927

657

1,113
34

24

41

28．6

61)’ 一

（摘要） イ．ﾌｵ譲は昭和30年4月20日から7月4日迄のさし付時期別の成績にして，第2表で掲厭たさし穂をこ
れに使用している。

第6表遅い時期のさし付比較

し

l a1 l a6 1 8｣| l al9 82S a3! 9．8 9．13 計

100 100 800

65 40 238
9 19 62

74 51 800

5 4 85

6 41 143

15 26 272

26 4i l 500

10.6 11.2

3.0 3.0

百分比～さじ付の時期
種別

さ し付本数

冬芽形成した発根苗数

〃 カルス苗数

小 計

冬芽皆無の発根苗数
〃 カルス苗数

枯 損 苗 数

小 計

平均幹長（漣）

平均根際直径碇）

７
〕

’
’

０
７
３
０
３
３
４
０
０
５

０
２
２
５
．
２
２
５
．
・

２
３

１

ｉ

一
”
８
諏
皿
旧
鎚
“
一

100 100

35

11

46

7

29

18

54

i1．4

3．5

100

13

13

12

21

54

87

12.7

3．0

100

12

12

25

22

41

88

11．0

3．0

100

23

23

5

16

56

77

121

3.C

23

1一震

８
４
５
８
７
０
０

２
２
１
３
７
．
３

１１

ｩ

I凸

’ －

－

(摘要） イ．さし付は昭和30年8月から9月迄のものであり，その堀取り読躍副ま31年1月5日に行なった。
ロ．冬芽を形成しているものは一応活着したと見散し得るが，そうでないものは冬季中に枯れてしまうので

夫を区分の上算出している。

4． 活蒲と苗木伸長との比較 るように大体生長の旺盛な時は濡菅がよく，そうでない
満督成績が，さし付の時鋪に深い関係のあることば前 時ほ活着が悪い。このことはメタセコイアに限つたもの

項で述べた通りであるが，このことは苗木の伸長伏況と であるかどうか今鈎潅かめて見たいと思う課題の一つで
も柵むね一致しているといえよう。すなわちメタセコイ ある。

アには特有の生長経路があり，次の比較図によっても判

－11－
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小谷内： メタセコイアのさし木について

もの61.5％（5虹本）が得られたのでこれ

について実施したのである。
ロ．活着とは30年n月18日の成績であり秋

季の犬きさもその時に調べたものである。

V実施結果に伴なう諸考察

1. ﾒﾀｾ重ｲｱをさし木で,しかも能率的に大量殖

すためにほ，まず苗畑の近くに採穂林を仕立てる事が望

ましい。これと共にその仕立方や肥培法についてば，今

後職極的に研究しで行きたいと思っている。いずれにし

ても前年の枝条を早春に多く採れば，それだけ親木が弱

まるためか,後から生ずる枝葉，いわゆる緑枝の数は減

少する。限られた採穂林から，個体数を多く殖すことは

差当り今日として必要なことと考えられるので，当年伸

長する枝葉の採取に重点をおいた場合は，あくまでも，

前年枝の採取は慎重になし必ず親木を弱めない程度に止

める事が大切であろう。

2． 冬芽が開く前，その枝条を採ってさし付する際に

は，極く細いものや，あるいは甚だしく太いものは他の

手頃な穂木とこれを区分し，さし付にも注意した方がよ

い。さし穂の末口直径4～7粍程度のものは，手頃であ

り概むねスギのさし付と同じ要領で行ってもかなりよい

成績が得られるであろう。

3．当年伸長の緑枝を採って穂作りするには，枝葉の

先端部をある程度は切り詰め蒸散の調節を図るとよい。

もちろんこのことは他の一般樹種のさし木にも当然考え

られることで，あながちメタセコイアにのゑ限っていう

べきことではあるまいが，第4表の成演から深く感じた

点である。幸わいにこの切詰めをかなり強く行っても，

苗木の形質を悪くするとは考えられない。むしろ活着率

(驚一図）
陣

さし荷時期別生長量比較
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癖に弓'1/｡32年生， 是

5． さし苗の植え巷へ を高める方法として都合がよい手稜と思われるので，大
密にさし付をしたものは，一定期日が過ぎると，他の いに励行すべきことと思う。

苗床に植え誉へてもよい状態となる。 4． 当年生の枝葉を採ってさすのによい熾期は，第5
普通さし付後順調駁ものは， 50～60日目において堀 表でも判るように海慕においては4月以降6月初めまで

取って見ると，この内もちろん完全に発根していぁも の間が最もよいであろう。このことは昭和29年の実施
の，カルスだけの識蕊に止まっているものなどまちまち においても判断（日本術祷壱九ﾂi陸部大会舗繊鍵蕩9号
で，これを試験に区分して移植を行なって見た結果で 参照）されたのであるが，少なくとも事業的には，満昔
は，第7表にしめす成績となった。 の点ばかりでなく，第’図でしめしている如く苗木の発

第7表根系別によるさし苗の移植比較 育状態を特に見逃してはならない。一般的に象れぱ達く

《
』
丘

なってからのさし付はよい苗木を得る事に困難があり余
り感心しないといえよう。

5． また第2図によってこれを鏡って見れば，メタセ

コイアのさし付満曽の成績は，その木特有の生長経路と

翻妾な関係がある。すなわち一般樹種のさし木でも屡を
いわれている通り，枝葉の織敬が梢を固まった頃のさし

悸淡|癩雪誇根の状態|移植数
一－ー~ー~一・ 一

発根苗木294 58 236 80．3 16．2 3．5
カルス苗木541 374 167 30.9 8.7 2.0

(摘喪） ィ 昭和30年4月26日さし付した879本を v､われLいつ湿り，核蘂の組織か梢を園まった頃のさし
6月21日堀取ってゑたところ，発根して 付時期ということは，メタセコイアの場合にも充分考え

いるもの33.4％(294本)カルスだけの ねばならないことであろう。もしそうであるとすれば，
－12－
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小谷内：メタセコイアのさし木について

いわゆる生長経路の間断をう童く狙ってさし木をするこ

とが大切で，この注意がメタセコイアの合理的なさし付

時期だといえよう。故にその池方におけるメタセコイア

の生長関係をよく承知しておくことはもちろんであるが

なお年によっても生員聯期が多少異なり一定していると

は限らないであろうからよく注意し，採穂林の肥培管理

と共に充分考えて行くべき大切な点だと思っている。

6． 水分関係はこの種の育苗にとって，最も重要な因

子のようである。特にさし付沫やまたカルスの譜壷の承

に止まっていだ苗の移植床にほ，潅水の励行によって温

着の向上を図らねばならぬ。

7． さし苗を他の苗床庭移植するには，その日の天候

によく注意した方が頗る安全でもある。殊に緑絞のさし

付によったものは，ちょうど盛夏に移植されることとな

るため充分天候には注意せねばならぬ。すなわち雨天も

しくは本蕊後雨だと思う天候に簑魏した方がよいので，

その天候を見計い実施することがさし苗の満曹をよくす

るキメ手の一つではなかろうかと思う。

Wおわりに

以上は，既往3カ年にわたり行つだメタセコイアのさ

し木事業におけるメモを整理したものであるが，もしこ

れがさし木育苗の立案に御参考ともなり，メタセゴイア

が広く殖される事となれば頗る嬉しい。

もちろん筆者はメタセコイアのさし木について，これ

以外によく判らないナゾを数多く考えているので，今後

ともその増殖に当っては慎重に実施し，メタセコイアの

効果的なさし木法を知る事に努め，一厨能率をあげて行

きたいと思っている。

→
君
‐

メタセコイア苗畑の－嬢

一

1956年版

林業ノートが出来ました

〃

■

･便覧内容． ○諸統計記ｽ表 ○林産物市況グラフ ○素材規格 ○木炭の日本農林規絡
○面究のスケール○音引当用漢字 ○現代かなづかい○滴一マ字の書き方
○活版印刷の手引○営林局と管内営林署○都道府県別称野面究及森林蓄究
○写真撮影メモ

印刷部数が少ないので売切れない内に今すぐお申込験下さい。

定価￥100〒16R(50冊以上〒無料）

咽

農
＝

◇

林業解説シリーズ
NO．90

とどまつ ・ えぞまつ

本書は北海道を代表するトドマツ・エゾマツの植生，生理的なはたらき及び造林えの
応用について詳細に書かれています。

著者 中 野 実

定価50円 〒8円

申込みはお早く日林協え
－
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建築材料としての竹材利用

－各国における竹家屋一

一一一～-～--～-ヘーーーーーー～堀田 勝一－－～-～ 一

紹介のことば

本稿は，米国挫務省刊行のBambooasaBuilding

MateriaI (Washington,1953,pp.52)の一部を抄訳し

て，各国における竹家屋の利用状況を紹介するものであ

る。竹の家の本尊である日本においては，従来より或い

は実用的に，或いは芸術的数奇好承の建築に竹が使わ

れ,全国竹糊塗産量約1千万束の30％は建築用鎧園

材料も含まれている）に消班されていると推定されてい

る。特に最近ば竹を主材料として木材の使用を節減した

竹建築の技術ｶﾐ進歩し，東京都内に建築後約10年を経

過した庶民住宅6戸が現存し，昨年は都内各所に7戸の

防火建築が試作され好評を得ている模雛である。これに

くらべると，本稿に紹介する処は遥かに程産の低い，安

家屋であるが，その技術上の一部には，参考となる処が

多い。編者F.A.McClureはその序文の中で「裏庭に

良い竹林を若干所有していると庭園の柵,家禽家畜の飼

ZI屋,或いは，住宅の付属建物を造る場合すぐに役立

つ』 と竹林に対する恩恵と利用の認識を強調し，「竹

材の大規模な利用を開発することば，未開僻地に産業を

興し，それによって地方収入を向上するに役立つであろ

う」と述べているが，太蔚の紹介する所以もまたここに

あるのである。

は強度の高い丈夫な組織が表面近くにあつまって

いるので，機械的強度を大にしかつﾀi形を抵抗力

のある堅固なものとするに役立っている。

3竹幹は簡単に輪切り，小割りができ，それには高

価な機械は不要で，簡単な道具で足りる。

4． 竹幹の表面は綺麗で，堅固かつ滑らかであり，年

令,乾燥とも適当なものは色沢良好である。

5．竹材は殆んど廃材を発生せず，また樹皮をのぞく

手間も要らない。

基礎（土台）

《
〆

普通の土台の代りに竹材を用いた安家屋の例は，両半

球に散見されるが，使用する竹材は，何らか有効な殺菌

防腐処理を施さないと，平均2～3年好条件の下でも最

高5年以上保たせることはむづかしい。実験データはな

いが，竹材を地上に置く場合PCPを施用しておけば相

当品質保持ができる。湿めり気の多い場合は，確実な経

済的防腐注がないから，コンクリート，再煉瓦，また

ほ耐久力のある木材を土台に用いた方がよい。

柱材には，幹径大，肉厚大，節間小なる竹材を用いる

必要がある。大径級の竹が手に入らない処では適良な小

径級の竹を束ねて柱としてもよい。

フレーム（骨組み）

フレームは，その一部または全部を竹以外の材料で造

ることが多く，大抵の地方では耐久力のある広葉樹木材一

を用いている。その理由は，木材の方が竹にくらべて接

続構造を緊密堅固にすることができるとか，好評を得て
いるとか，虫害に対する抵抗力が大きいとかのためであ

る。しかしながら，竹フレームは素哨らしい弾朧を持つ，

ているので，堅固な椛造の場合よりも長所を発揮するこ

とがある。例えば，地震の多い地方では，竹フレームの

方が倒壊を免れあるいは永持ちする点で優れている。

竹材を使っている個所ば四隅の柱,大黒柱,間柱,大

梁，棟木，桷（タルキ)，根太，繋ぎ梁，屋根組承等盈，

木造家壼の場合と変る処はない。ただし，若干の制限を
受けるのは止むを得ないことである。それは，竹フレー

ムを施工する場合，ホゾC柄)－ホゾ穴接続ができない

ことである。これはホゾ穴のような切込承をすると竹幹

6

！

ヘ
グ～一一一一巳=一一一で三一一二三二 一一一一一～

竹材と家屋構造

竹材は爆炉,煙突をのぞくあらゆる家屋織造の部分に

単独で用いることができる。しかしながら実際上は，木

材.，セメント，石灰， 1､ダン板，バーム紫のような材料

と組合わせて用いた場合が多い。

竹材が建築秘料に適し且つ経済的でもある理由は，次

のような特性があるからである。

1．竹幹の形伏，寸法は，簸扱，貯蔵，加工に便利で

しかも経涜的である。

2．竹謝ま特殊な物理構造を有するが故に強度対比重

が大きい。すなわち断面は円形をなし，通常中空

で幹壁が堅いから曲げても折れない．また，幹壁

筆者・林野庁林産諜
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堀田：建築材料としての竹材利用（抄訳）

くの地方に好まれているが，ある地方では天井無しとい

う処もある。これば高温多湿季に換気を良くするためで

あるが，また一つには炊煙を排出するのに至極便利だか

らである。竹家屋のある地方には煙突を滅多に見かけな

いものである。

扉と窓

窓や出入口の扉は一般に最少限にとどめてある。出ス

ロの扉は，木材，竹等でフレームを瀞え，これに竹で編

んだマットを拡げるか，竹板をセットするか，あるいば

竹竿で造った丈夫な矢来を打付けたりする。窓は木材竹
でフレームを鏥えているが，大部分はカラス等を嵌め

ず。せいぜい竹マットかパーム葉を被ぶせる位のことを

している。

屋根

竹は強度対重重比が高いので，屋根材に使うと縫れた

長所を発揮するものである。しかしながら，その設計製
作に当っては，屋根葺の材料として，草，パーム葉,半
割竹，細丸竹，波型金属板，エ象ニット，タイル等のい

ずれを用いるかによりその性質と重量とを考慮に入れて

行わなければならない。

竹の欠点とその対策

竹材には建築材料としての適合性，融通性を制限ある
いは低下するような特性があるが，仔細に調べてふると

対嬢の途無きにしもあらずである。

径級が区々であること

の強度を減ずるからであって，柱の上端を鞍型に切込ん

で横梁を載せる程度のことをするのは唯一つの例外であ

る。

また，大概の竹は，釘を使うと割れが入いるので，材

と材の相交わる個所を縛着する手段がとられている。極

東では通常竹を割ったもの，または，稀に藤を縛着材料

として用い，竹質の脆いものしか手に入いらない地方で

は丈夫な蔓や樹皮を用い，ある地方では亜鉛引鎖線を
用いている処もある。

床

竹家屋には，床を鉾らえず地面を露出したままのもの

が多い。かような構造の場合には排水を良くするために

士入れを行って地面を若干高く感るべきであり，多くは

そうなっているのが普通であって，この際表面を安定に

するには粘土を盛るとよい。床の面を竹板'で覆うと更に

良くなるが，それに朧董ず地面を高く盛って排水を良く

した後に竹板を披きそれから叩き固めるようにする。

更に高級な家屋では，床を地面より高く上げて衛生的

にすると共に，床下に出来る庇蔭場所を家畜の飼育場

農機具作物等の溌場あるいは天気の悪い時の子供の遊
び場等に充てることができる。床桝ま小径級の竹幹，割

竹または大径級の竹幹を平らに開いたもので造り，繩紐

類で縛蒲するかまたは小さい釘で留めている。

壁，間仕切り，天井

＝

竹壁は，所要の強度‘(台風や地震のような自然力に抵

抗する目的）風雨に対する防謹，遮光通風に対する必要

度等によって構造が区燕である。竹は丸竹または半割

竹を用い，水平垂直いずれかに竹幹を配列するのである

が，垂直に使ったものの方が有効でもあり雨後の乾燥

も早い。ラテンアメリカ一エクワドルに見られる竹壁

ほ，割竹簔たは細竹を水平に使い，木柱または竹柱に交

互に纒潜させ，その空所に壁土または壁土と石を塗込ん

だ構造をしている。ペルーやチリーで見られる竹壁は，

柔軟な小割竹を編んで，その片面またば両面を壁塗りし

たものである。余り丈夫ではないが竹板を配列した竹壁

は綺麗で，壁土，漆塗塗りのベースとして良好である。

その表面に有刺慰鑑を釘留めしておくと漆喰塗りに良

く，石灰で白塗りしたり，セメントで着色すれば外観は

さらに引立って来る。

間仕切りは普通簡単な構造をしていて軽い竹棒を編

んで造る。比島,極東では薄い割竹を綱んで造るが，こ

れらの地方にはこれに適した種類の竹資源が豊富であ

る。

天井に臓細竹をずらりと並べるとか，大径級の竹を割
ってラス状に編んだものが使われている。竹マットも多

竹材は一定鐙扱のものを揃えることがむづかしいので

機械的に加工することは容易でなく，利用に当って手工
蓑に頼るより途がない。しかし，特別に注意を払って選
別すれば，大過供給の場合といえどもある程度揃えるこ

とはできよう。なお，更に遡って，伐竹定尺に熟練する

ように努めれば負担の軽減となろう。

外形の不均一

竹は，竹幹の湾曲，節部の突出，節間の形状長短不均

一，及び竹幹の先細り等があるので，その利用が困難で

ある。このような不均一性は竹幹の前鮮榔に著しく，風

雨，虫害に耐える緊密な櫛造に加工することをむづか

しくしている。その対策としては，使う人が用途上の要

求に応じて，適切な竹をえらぶようにすればよい。1本

の竹について云えば，各部分によってその性質は異なっ

ているから，それに応じて分類切断し，かくして得た切

竹を最も適する目的に応じて分類すればよい癖変形また

は鰯曲した竹は，形状を重要としない個処，ある場合に

はむしろ芸術的な効果をねらう個処に使うとよい。丸竹

の節を除くと，整然とした取付けをすることができる。

竹幹は竹板，ラス状割竹にすることもよい。また，竹の

…

1
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堀田：達築材料としての竹材利用（抄訳）

竹は種類によって虫害にかかりやすいものがあるか

ら，比較的虫害にかかり難い竹種をえらび，防虫処理を

施すを良しとする。特に竹の切口は害虫が侵スしやすい

ものであるから，特に注意を払って処理しなければなら

ない。また，たいていの竹は湿めり気の多い場所におい

たり，湿めった地面に接触させておくと，腐朽静こ侵さ

れる。この場合にも前述のよう.に，竹種をえらび防腐処

理を施す必要があるc

もっているこの特性を活かした設計を考えることもある

程度の効果があろう。以上は竹の不均一性に対する対応
策として若干のピン1､を提案したのであって，既存の竹

家屋の構造に震を散見されているのである。

極端に裂け易いこと

肉厚の薄い竹種をのぞいて一般に竹は裂け易く，その

ため釘が使えないし，梁，柱等に適当した接続技術が制

限を受ける。その対策としては，裂けると具合の悪い目

的に対しては，肉厚の少い竹種をえらび，節のすぐ下で

切断し接続は縛着によって行なふ，また，予めキリで孔

をあけておいてから釘打ち，ねぢ釘留を施すようにす
る。

耐久力が小さいこと

F

蚕

’

FF~

…鐸

写真2 モンタ（エクワドル）に建てられた
竹延築の痛院

F魂umll唇･碩幽恥箪加角'91“称坤座韮も… - 恥

濯騨騨…溌職.･難聴辮鮒， 、瀞1母

尹
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建築に利用されている竹の種霞

建築に利用されている竹の種類のうち，もつとも著名

なもの若干につきその性状，使用国，用途を併記すれば
次表の通りである。

写真1． グワヤキル（エクワドル）に建てられた
竹家屋（屋根はエタニツト使用）

、

建築に利用されている竹種一覧表

番
号 竹の種類 名 ’ 性 ,"",| ”

状
途

夕

国 Q

長（沢）径（吋）

Arundinaria
alpina
callosa

elegans
falca垣

g減fithiana

intermedig

k随員ね､2
■●

Inannll
e e○

pralnll

raCeInOSa

Spathiflora

wightiana
Rambusa

周rl'nrlingcea

balCboa

blumeana

1rh劃sね洞司

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

一ア ブ リ カ

印 度

〃

印度， ネパール

印 度

印度， ネパール

印 度
〃

〃

印度， ネパール

印 度
〃

５
４

，
胆
ｌ
ｊ
ｊ
‐
ｊ

が
一
学
割

焔
咄
牝

梢簿０
０
０
０
０
２
２

壺
理
乏
望
電
劃
司
釦

４
１
１
１
１
１

５
２
っ
－
５
２
８
０

般

屋 根 葺 ’
壁 材

屋 根 材

屋 根 燕

壁紘マット材

壁 材

ブレーム縛着材

壁用ラ ス

屋根材，マット材

g/鮒～'/g

】/豊

ﾙﾉ蟹 １
１?/,｡～l

Iy§
1

５
０
５

１
３
１

一
一
一

５
５
０

２
１

マ ツ ト 材

般一

〃

〃

13

14

15

16

″
″
一

０
０
０

７
６
４

布
一
一
一

０
０
０

５
３
３ ５Ｖ

６
４
１

６
一
一
一

３
８
１

他
度

厚 ’
1

1

堂マ レ

印

’

1
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堀田：建築材料としての竹制利用（抄訳）

一

途
状

径（吋う肉厚(吋）

性

長(沢) ’
30

20～40

50～'80

40

20～70

55

20～70

番
号 種類 用名国の

壁材

般

薄 屋根，
一

multiplex
nntzms

polymorPha
textilis

mlda

tuldoides

vulgaris

Cephalostachyum
pegracile

Chusquea属

Dendroca1zmms
asper

brandisii

giganteus
112miltonii

hoOkerii

longispathus
mEmbr2n2ceus

melrillianus

sikkimenSis

strictus

Gigantochloa
apus

Ievis

macrostachya
verticillata

Gna＆浬

乳culeata

ampl"ifO1ia
angustifolia

superba
Melocann"

baccifera

Oxytenanthez･a
abyssinica

nigrociliata

Phyllostachys
aurea輪袋竹）

bambusoides(若竹）

Pseudostachyum
polymorphum
h誼､刃nenge

limFI

lumaInpao

Teinostachyum
dullooa

TWostachys
oliverii

Q ●

S1anlenglS

支 那

印 度

印度， ピルマ

支 那

印度， ビルマ

麦 那， 他

各 国

７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
．
２
２
２
フ
ー

３

１
－
６

叩
舛
一

Ｖ
‐
３

１

〃

2 簿 マッ ト材，他

2～4 般

2 〃

厚2～4 〃

2～3 識印度，

中

30～40

材
般

壁
″
〃
″
″
″
〃
″
″
〃
〃

根屋
一

ルビ
ー
閑

４
５

２
つ
》

マ
米
鳥
マ
度
マ

厚》
雨
ル

６
７
８
９
０
１
２
３
且
△
５

２
２
２
２
３
３
３
３
８
３

０
０

２
０
０
０

０
１
１
６
６

ｍ
卜
吟
酔
卜
“
わ

６
８
４
《
５

０

８
３
１
７
６
４

一
一
一
一
一
一
４

６
５
８
４
吟
４
３

マレ

印庭，

印

印度，

､麓
」

ー

ピ
、

９ノ３

薄
１
人
一
厚

１

４Ｊ１

レノビ
〃
〃
〃

島

プータン

ピ ノレマ

比

印度，

印度，

７
３

一
一

５
１

０
０

６
５

一
一

０
０

５
３

が
争

庸
４

１ｉ

一
鵬
Ｖ
簿

４

中

ｙ

４

３
３

８
－
６
５
４
６
５
一
一

４
←
咄
脹
Ｐ
Ｂ

ん
人

２

６
７
８
９

３
〔
。
３
３

〃
″
″
″

ジャワ， スリナム

比 鳥

印鹿ピルマ

ジ ヤ ワ

65

65

80～50

68
ト

メキシコ，

ヴェネズエラ，

エクワド

プ ラ

〃＜ナマ

メキシコ

ル，他

ジ ル

貢
）
０
０
５

７
６
９
７

″
″
″
〃

銅
“
錘
蝿

■

I』
電
皇

印度， ピルマ 〃50～7044

ア ブ リ カ

印 度 他

支那， 日 本
”

〃
〃

０
０

５
４

一
一

５
３

２45

46

〃

〃

薄 マッ ト材，他
〃

〃 〃

〃 竹 板

マッ ト材，他

般
〃

７
８

４
４

５
５

フ
『
７

1

6

印度， ピ

支

比

〃

50

100

25～30

60

1

1

1

3

９
０
１
２

４
５
５
５

マ
那
島

レノ

ﾄ

度 20～30印 I～853

口
『

Ｖ
’
３

垂
一
一

２
Ｖ
Ｊ１

印度，

タイ，

ピ ノレ ・マ

ピノレ ・マ

０
０

８
４

一
一

０
５

５
２

４
５

５
５
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｢松くい虫」の灌透性

殺虫剤「T-75-2号」

について

この意味に於きまして試験結果等に基づき「T-75-2

号」について紹介して見たいと思います。

本薬剤は松根油99.2%,BHCγ体0.2%,粗クレ
オソート0.6％からなっており，玉切りした皮付虫害木

の樹皮表面積の1平方米当り500～1,000cc被害木（枝
条を含占gK)1石当り1約升を溌水用如露を使用して撒布
すればよい。殺中効果ほ90～100％であり特に1．ピイ戸

カミキリの材内幼虫，キイロコキクヒの各虫態に対して

ば従来剥皮の焼却の承では効果を期待されなかったもの

に100％の効果があります。殺虫期間は被害木の乾燥状

態及び気温の高低により差あるも大体薬剤散布後’5日
乃至30日間にて樹皮下及び材内の害虫を殺虫するので

あります。本剤は油性の謬透性殺虫剤で主に秋期から冬
期間の生理的水分を失って乾燥せる虫害木に対して使用
するのが最も有効であります。叉焼却不可能の場合か剥
皮の象では駆除の目的が達し得られない「トピイロカミ
キリ」の被害木の駆除に使用すれば（キイロコキクヒ並

にヅウムシ類も同時に駆除出来る）火災の危険を除き完
全に駆除することが出来ます。叉林地に於ける使用以外
に一銭民家に薪として保存される虫害木の枝条等に対し
て使用すれば一石二鳥の効果があります。

次に庭園木の松くい虫に対する予防効果については各
害虫の産卵時期を考えて本剤を立木の幹及枝条に塗布す
れば非常に効果がある榛に考えられます。

終戦後に農業方面に取りスれられた農薬使用の効果か
ら見ても解る様に剥皮焼却の困難な場合本薬剤を併用し

て松くい虫の駆除を徹底せしめ為ならば防除の極わめて
困難である松くい虫の撲滅も加速度的に早まるものと思
います。

メーカー価格等を参考に記しておきます。

1．薬剤名謬透密蚤喰虫殺虫駆除及予防剤T7.5
2．号薬剤

2． 製造会社熊本市花園町108

イースタンオイル化学工業株式会社
（電識冨本1835番）

3． 販売会社熊本市蔚山町85

東亜産業株式会社（電話熊本1835番）

4．価格石油缶（18立入）1缶1,500円程度）

一
勺

～

林内における rT_75-2号』
撒布による松くい虫駆除状況

、 ｡ ●

松岡聰規
(3エ4．7麺）一

。！■宅、 ＝ 一 ,－9 口ゃ､ 一夕、 ＝＝ザ一一・＝q・ 一＝一 …ーｰI

松くい虫の駆除として従来行なわれている伐倒，剥
皮，焼却の方法に対しては山火事等の関係でいろいろな
批判と改善の必要性が強く叫ばれていたのであります

が,熊本営林局と林業試験場熊本支場の協同試験の結果
｢T-75-2号」が鯵透性殺虫剤として充分駆除目的を達
する事が立証されたのであります。「T々5－2号」は松

くい虫の駆除に対する劃期的な発見であり時と場所を考
え有効に使用すれば充分その威力を発揮することが出来
るのであります。

守

Ａ
ソ殺虫効果表（林業試験場報告第3表薬剤別殺虫効果抜奉）
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(註) L－摂食虫の幼虫,OL－老熟幼虫,P－蠕,A一産卵のため皮下に穿入し，母孔を作って産卵虫の成虫，
NA－皮下で成育を終り，完全な成虫となっているもの。

筆者・熊本県林務部治山課
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第2回林業技術コンテスト第1席入選

ひのき人工林の枝打について

一石 井 竹 雄

1．はじめに ることを見出し興味を感じましたので，今後更に本絡的

私はひのき人工林の枝打について，中間的であるが， に調査を進めたいと思って居りますが，一応これまでの

2．3の観察結果を発表し大方の御批判御教示を賜わり 経過をここに申し述べたいと思います。

たい次第です。

大間を営林署管内の人工造林地は5,800ha余あって 2．枝打使用器具の検討

その約半分の2,900ha余がひのきの植栽林であります。 （1）従来の手斧及び枝打鉈の欠点

然もその大部分が間伐の指達林分であり且つ枝打すべき 手斧や技打鍵を用いる場合，上下からの切込みが正確

ものが多く事業実行上の大きな関心事であります。 にゆかず1回で垂直に枝を打落すことが出来ず別紙図形

No. 1 ひのき人工造林地調 （昭和30年12月現在）
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No. 2枝打器具別による切断面造林地保育の最維段階とも云うべき枝

打作業は，間伐とならんで大切な作業で

ありこれが適正を欠くと，…ｵ価を左

右するばかりか，生曼に及ぼす影響も叉

大きいと考えられ，なを叉最逓仁濁利用

の進展に伴なって，小径優良材が要望さ

れる排柄この需要にこたえて時代に沿っ

た施業をとらねばならないと考えまう-。

．然るに枝打作業ほ一般的に，地方労務

翻宵や仕事の都合から旧慣のまま時剣的

には冬期間に集中的に作業されたり，或

いは使用器具についても手斧，枝打鉈或

は目荒な腰鋸程のものをただ漫然と使用

されて来たのであります。

手
拝

不
良

ｎ
脇

風

糞

(No.2)及写真の如く。V字型に切込んだり，芯抜けや

切株が著しく残ったり，その切断面が平滑に一定せず或

は枝の切れ落ちる時,樹皮もろとも剥脱する等寓幹に損

傷を与えることが多く，また枝斧が上下接近密生してい

る時は，支障となって充分打振ることも出来ず，従って

断面が垂直でない為に完全巻込も2～3年ですむ“0年

以上も要していることは注目すべきであり童す。更に高

所で作業する場合は，危険感や疲労度も大きく，短時間

ならともかく長時間にわたる場合著しく能率が低下する

のであります。

②（石井氏）改良技打鋸の特徴

今回考案した改良枝打鋸は別図(Nb.3)及現物の如

く，上下両歯をつけた小型軽量のもので下歯付種の1部

そもそも枝打作業は生活磯能のおとろえた枝を除去し

つつ樹形を整え，材質の向上を翔待するのが目的であり

ますから，作業操作が便利で能率的で，樹幹を損傷式る

ことなく，叉切口の巻込みが早く，死節とならぬような

使用器具の採用と施行適期に実行することが望ましいの

であります。

私は去る27年5月当部内に着任以来，ひのき林の枝

打間題について，特に関心を持ち造林地保育或は間伐木

調査の機会に従来用いられて来た手斧及枝打鉈による方

法と，自分の考案改良した（石井式)校打鋸とを，比較

'使用し，切口癒合の速度等につき観察を続けた結果，こ

の改良枝打鋸の使用価値と罰口巻込具合に3つの型があ

錘者・前橘営林局大間々営林署海田垣当灰奉拝
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滴井：ひのき人工林の枝打について

No. 3 枝打使用器具一覧

武具状打.鱈

地訓練で能率もあがり仕事も上手に出来

ます。

③作業功程比較

事業実行のかたわら，作業功程を調査

し呂嵯(No.4)の通り取りまとあて承

ましたが，必ずしも同一環境のもとでな
手

く随時調査したものでありますが，器具
斧

月悸節別に見て能率に相当のひらきがあ

りますので，今後部内作業に当っては凡

てこの改良技打鋸を用いることにし，か

つ季節的に出来るだけ早春から早秋にか

けて主力を注ぐ考えであります。

3．巻込速度の観察を従挽歯にしてあるので「アサリ」も一般に小さく，目

的の位置に容易に罰込歌が出来，且つ樹幹に接して垂直

に切り落すことが出来，然も枝打の切断面は細歯の関係

上特に平滑に仕上げjることが出来ます。

この枝打鋸の使用法は都度，鋸を持替える必要はなく

まず一定のところを上歯で枝下から，受口になるように

すくい切りの上，下歯で正規に切落せば割裂することな

く熔易に切断され雷す。また打ち落す枝が著しく長大

な時は，樹幹から10cm位離れたところで枝先を先づ

打落し安全な形で更に正規な方法でやるようにします。

かくの如くこの改良鋸なら危険率や疲労感も少なく使用

方法も簡便でありますから，未経験者でも，僅づかの現

No.4 枝打作

一
》

枝打実行時期や季節の如何が巻込単にどんな関係があ

るか，叉使用器具によって如何なる差が出来るかを究明

するため27年の9月（秋）と12月（冬）及び翌28年

の5月（春）夫々器具別による比較試験地を別表(No.

5）の通り設定し，これが巻込の状況を観察すると共に

更に特定の試験地は設けないが，折りにふれ部内の随所

に点灸と季節別使用器具別に数本宛の供試木をつくり，

随時観察した結果巻込型に，夫を特徴のあることが判り

また巻込の速度にも差があること及び枝打木が老令木よ

り幼令である程，蓑た生長休止期よりも樹液洗動期施行

のもの程巻込が迅速であるように観察されました。

業功程表 （石井事務官調製）1955．12
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石井：ひのき人工林の枝打について
今

No. 5 枝打 試 験地
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林令22年
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SE30|o 400硬砂深壌1,800本
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3つの巻逆型とほ

A型，この型は，切断面が乾燥することなく，樹脂で

露つれ，切口周囲の形成層が職り上り樹液と共に押出す

が如く。カルスを形成し生節で極めて旺盛に巻込んでい

るもの（別図(No.6)写真No.1,No.2,No.3,No.

6,No.8,No.11,No.12参照)。

B型，この型は，切断面は乾燥し郷旨の浸出はないが

形成層があたかもドウナツ型にカルスが磯上り生節のま

ま巻込んでいるもの。（別図及写爽No.4,Nb.5,No.

9,No.11参照）

c型，この型は，主として半枯叉は祐枝の場合に多く

の切口自ら巻込もうとする形跡はなく，樹幹の肥大を待

って，死節となり或は入皮となって引込まれるように緩

漫に巻込んでいるもの(別図及写爽No.3の下,No.13

No．6 巻

No.23参照）

以上は私の観察から3つの型に分けて見たものです

が，各試験地につき供試木を選定して巻込の状況を別表

(No.7)並グラフ(No.8, 9, 10)の如くとりまとめ

て見ました。巻込型については，ぃづれの場合に於いて

もA型が最も迅溶こ巻込を完了し次いでB型C型の順に

なっています。

器具別に於いては敦良枝打鋸の場合が最も早く，季節

的には冬期よりも春季施行の方が早く，壮令木よりも幼

令木の方がより迅速に癒合するようであります。この場

合切断面の良否によって,B型はC型に変化しC型は

A,B型に変化することばないようです。

5．おわりに

（1）従来ひのき人工林は10年生頃から除伐が行われ

込 型

声

’蕊
。

mll正

;“ 面

撫
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石井：ひのき人工林の枝打につし、て

NC. 7 巻込状況調査
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NO. 8 第一号区巻込型遥合状況調
云われて居りますが，むしろ第1回は

10年生前後にやり20年生前後には第2

回目の主伐木枝打をやるべきであると考

えます。

侭) f]翻りま一般に生長休止期力稚

奨されているが，巻込速庭からゑてむし

ろ冬期はさけて樹液流動期の早春から秋

にかけて，主力を注ぐべきであると思い

ます。これは能率の面ばかりでなく冬季

然も厳寒蝿施行のもの臆，樹幹の氷結に

伴って，切断面の形成層が破壊されて，

うに思われ,A型は少くB, C型が多い

”
”
即
”
銅
蜘
如
犯
調
、
｜

Ｉ

《
「
ノ

、一一三三二宮二二言
ID
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ますが，すでにこの時代から簡易な枝打を実行し，樹支

とならぬ幼令時代から枝張りを調整し,小径材の形質凡
上を謝待し林内環境の好転をも図るべきであると思いま

す。これはつる類の巻上りを防いだり，雪積地方におい

ても根曲りや雪害も防止出来るとおもわれ蚕す。

（2）従来の定説は20年生前後第1回の校打をなし，

爾後10年毎に2～3回繰返し伐期に達すべきであると

巻込力は少いように思われ,A型は少くB, C型が多い

ように考えられます。

（4）枝打と巻込の関係は前述の要因の外に，欝閉度等

に関係もあるが，間伐計画を考慮して実行されることが

望しいと考え童す。

以上簡単に申上ましたが，戦後の日本において，一番

尊いことは，無から有を然も早く生産することに外なら
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1

｡

石井：ひのき人工林の枝打について

ないと信じております。限られた土地か

ら最大の質的，量的生産を高めることで

あると考えられ蓑す。この枝打鋸が次灸

に使用普及され，国有林,民有林を問わ

ず良好なる成果をなしていることは，誠

に小さいことでありますが，日本林業技

術向上の一助として，私の喜こびとする

ところであります。

終りに臨象この試験調査にあたり，〃、

堀大間々営林署長及び職員一同より御懇

篤なる御指導と御援助を得ましたことを

本席をお借りまして，厚く御礼申上げ私

の発表を終ります。
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1

第2回林業技術コンテスト第8席入選 った。このためには直接,間揺約に種'零の蕊除法がある
が今回ほ従来よりある罠を使用してどの程度の捕獲と，

造林地における 被害溌少に役立つものか，野兎の加害時期である昨年の

12月より本年3月迄の談雪期に於いて,被害防止の一手

段として用いた場合の係蹄の効果について，この研究を

野兎駆除について 行な…た。
第1表の祇繕)閃兇で考察される事は林令別でば2，3

年が最も被害が多く約53％をしいている。これはこの

芳賀宗三 林令に達した植栽木の縮頭部が'野兎のもっとも被害を
与える積雪期に雪上に現われているためで叉最近の被害

一詰む‐.一去一字●一一レー ー＝■ー由一一管ヨーーーェーレ一旦■剣 b凸一一・■ひ ＝ ■｡』

では林令5年以上のものに加害していることが目立って

1．目 的 きた。

森林の主要害獣である野兎が,近年造林地に及ぼす被 従来野兎の被害I叢,単に樹蕊部喫食して一時的に生長
害は益益増加の傾向にある。 を停滞させるだけのように云われているが，これは加害

北海道に於いて最も野兎の被害を受けている造林樹種 時期によるもので，例えば融雪直後の場合では樹幹の地
はカラマツであるが，札幌営林局管内の昭和27年度よ 際より切断して枯死させるなどその被害は軽視出来ない
り29年度迄の造林地の被害状況は第1表に示めす通りで ものがあるc 、
今後増加するカラマツの造林面積に伴なって被害数遼も

2．、方 法増加することが予想されるので，これの防除については
緊急の対繁を必要とすることが痛感されていた。私が担 現在野兎の被嘗防止については野兎に対するような防
当する鵡川経営区富内国有林ほ現在カラマツの造林面職 除組織が確立されておらない。理想としては造林地に侵
が154.5haあって今後なを80haの植栽を要することか スさせないことであるが，大面稜の場合には至難である
ら，野兎の被害防止には特にその措置を職ずる必喪があ し嫌忌剤の使用とか，その外一時的には有効な駆除法

第1表（自昭和27年度至昭和29年度）造林地の野兎被害状況（札幌営林局） も夫を考えられているが，こ
こで手軽に実行出来る針金罠

【
》

の使用で極力野兎を捕獲し個
'体数を減少させることによっ

て植栽木の被害を防ぐべく，

従来用いられているいろいろ

の罠の中から餌をもって誘殺

する松原式係蹄と括り罠の2

つを選んで，どのような場所

で，どの罠が最も捕礎に有効
であったかを改良すべき点と

共に調べて承た°使用した罠

と設置力所の概要を説明する
と。

松原式係蹄積雪期に於いて

使用するもので，形伏，寸

法についてば図の通りであ

るが特長とするところは長

期に使用出来ること。設騒

ヵ所を選ぶ必要がない即ち

餌で兎を誘う，枠の四辺に

吊下げている多数の罠で捕

盤が確実であるというこ
とo

括り罠従来より広く使用さ

れているもので兎の最も利

用する遍路上に針金1本で

先端を輪にしてユ個仕掛け
る。簡単に仕掛ける便利は

I
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芳賀；造林地における野兎駆除について

複式括り罠図（5連3段）松原式係締図

会餌

卜
＝

｜

p

、
歩道の両側にこのように柴を立てる

(註）臭の直径，雪面からの高さ等は挙式括り罠に同じ

あるが降雪の場合などは雪の下になって仕掛けたヵ所

が判らなくなるので，これを図のように罵数を多くし
て捕盤を有利にした。このため大型となって設置ヵ所
も不明にならないようになった。頻繁に利用する通路
或いは地形に応じて2段3段に組合わして使った場合
を複式，1個設慨したものは単式と称した。

係蹄設磁ヵ所の概況は既往の山火による未立木地で昭和
26年よりカラマツの植栽を実行し現在面稜145.5ha,

地床はクマイ笹で造林当時の地癖はいづれも火入地栫を
行なったこの造林地の南面ば天然林で，オ髄も白樺を主
とする疎林地に続いている。植栽木の平均樹高ば1米30
種例年の積雪平均は1米である。

係蹄別に設置ヵ所を選んだ主眼としては，松原式は前
年に於いて最も被害を受けたヵ所，野兎の棲息が確認さ
れた天然林の赫緑,造林地内の尾根,梢頭部が雪上に現
われている植栽ヵ所。

括り良は雪の上に残されている足跡から最も利用して
いる通路上でこれは主に造林地内の作業道や林内歩道と
尾根に仕掛けた。

数は松原式を60個，括り罠は40個の計100個である。
北海道の造林木に加害する野兎はエゾノウサギで，加

害する時期は一般に積雪期に入る12月中旬から，融劉
期の4月中旬迄で夏季は殆んどその被害を見ない。

へ 竺 睾3
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」

k 糸

L
ろぢP”Z
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1 1 1

0 叉I ｛ r 「

厳
戸

単式括り罠図 （5連1段）

． 結 論

実行結果の月別，個所別，係蹄別の捕撞数及び所要経
識，係蹄設置の功程については夫煮表の通りであるが，
月別に見た捕礎数で2月が少ないのほ天候が不順であっ
たことから天候と野兎の活動は或る程度関連があるよう
に思われた。雌雄別の捕獲では雄が圧倒的に多く，雌の
少ないことについては個体数そのものが少ないのか，行
動が非常に慎重なものか，おもしろい現象であった。以
上視察された事項を挙げてみると次の如く。

1． 棲息ヵ所が造林地に続く天然林であること。これ
から造林地に侵久して行動する継路は林内歩道や作業道
を最も利用することが多いので，このヵ所漣重点的に罠
を設置する必要があった。

2． 歩道等の利用この林内歩道や作業道を利用する
時期は雪をつけている笹が立っている12月から1月中
旬頃まで，これは外敵の警戒と身体を濡らすことを嫌う
習性のためで2月以降にスって堅雪の時翻となると急に
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一

芳賀：造林地における野兎駆除について

係蹄配置図 （鵡川経営区32，33林班） 行動範囲が広くなるの

は笹が雪の下に倒伏し

てしまうことと今一つ

は発情期に入るためと
思われる。

3．歩道以外は峯筋

を好んで歩く。沢から

峯には直線に上り斜面

の中腹は余まり歩かな

いようである。しかし
沢や尾根の翼にかかる

率が低いのは相当警戒
して行動する為と思わ
れる。

4．捕獲上有利な地
点としては，地形の変

化するところで例えば
余腫から平坦にかわる

ところ，昇りから下り

に変るところ，直線の

ところより曲りの多い

ところ，カーブ個所は

この曲りより過ぎたと

ころで括り罠の2段3

段の複式を用いる。

5．造林地内では餌
による誘殺が最も有利

であった。特に梢頭部
が食害される堅雪時期

はこの掻原式が効果が
あった。

6．一度捕盤したヵ

所で再び其のヵ所に現

われる形跡がないとき

（これは1羽捕喚した
らまったくそこに兎が

出て来ない場合があ
る）他の利用している

通路に罠を移す必要が
ある。

7．十字路，三叉路

拳丈2段3段に罠を組

合わして殼澄した方が
捕獲率が高い。
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芳賀：造林地における野兎駆除について

係蹄別設籏箇所別捕獲数
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11．針金を震すことは針金の光沢を消し柔軟性を増し

て扱い易くはなるが，そのまま使用しても別に兎に忌避
される事もなかった。

12．冬期が永く横雪の多いところは大型の罠が設溌ヵ

所も判り鍔靭に使用出来得る。

13．比較的簡単厳方法でばあるが，設置ヵ所をよく選

定して実行するならば罠による捕塗の銃果は予期以上の
ものがある。

14．被害減少にどれだけの効果があったか，本年5月

早‘との被害調査結果を前年の被害と比較して票ると，29

年度の被害ば面積で約100haが本年度は15.6haで84%

係蹄設置1筒当り経費及び数通功程

区銅

､｣
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(註）①松原式の設置は2人1組となり設置
②賓材費にば杭は含まない。

100個当り所要経蕊内訳表（自30.12至31.3）
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(註）資封は署より送付を受けこの経饗は労賃の桑である。

8罠で一審大事な直径と雪函からの間隔であ為が従 の減となり。被害本数では29年度は17,400本が僅づ
采は16糎から18糎の17極が標準にされていたが， かに1,694本で90％の減29年産の枯死数は5,790本
今回の駆除でほユ4糎から15種が最も良かった。（輪の が本年度は296本で95％の減となって係蹄による捕獲
直径が大きいと胴や腰にかかって針金を切って逃げる罠 結果の効果が確認された。
は首の位置にかかるようにすることが大切である） 今回の捕獲結果から被害ば常にこの程度に止め得ると

9．罠の磐面からの高さであるが，10糎から12糎と は断定出来ないし，これをもってこの地域の野兎を絶や
されているが，少し下げて8糎から10糎の方が適当で したものでもない。今後とも被害は予測されるし防除の
あった。 措置は当然必要であって，簡単な罠の使用で1羽でも多

この事は（8．9）松原式係蹄で各30個宛従来の寸法 く捕盤することによってこの目的が達せられるならば有
のものと捕換結果から改良したものとを比較して得られ 効な手段と云えよう。

た。 以上実行結果より視察された事項について申上げたが
10．針金の太さは20番線の使用が多いのであるが， 今後なお研究の余地が残されており，所要経費の節減に

18番線も使ってみたが支障がなく太いだけに強度の点か 重点をおいて引続き研究を補ない，この種被害の防止に
らも切断される心配がない。 微力を尽すことを付言して終りとする。
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っっこ象，それが次第に病歌つき，この頃では病膏盲に

久るような嫁末，50男の恋心とでもいうのか，寝ても

醒めても烏のことが気にかかる。なんでも越鐵こ住む限

り，趨愛の烏の蹴購はハッキリさせねばならないと頼ま

れもしないのに暇があると烏の尻を追いかけまわすよう

になった。蝉が交句をいうと「女の尻を追いまわすより

いいぢやないか」と応酬とれつとめる。

ところで, 30年1月水原の白鳥を見に乗られた蒲棲

幸保際f昔と一夜宿をともにしたとき，たまたま雷鳥の話

がでて，それが飯遥に棲む凄童ないということが問題に

なっているということ。「郷土の山の問題なんだから君

達の責任において調べる必要があるね」ともけしかけら
れたりした。

鳥に関心を持たなかった頃は飯豊のてつべんに雷鳥が

いようがいまいが，森隊に無関係な小寺式になっていた

私の頭にピンと来なかっただろう。

しかし鳥Iこ気を奪われるとなると，小寺式が吉江式,こ

なって登りたくてたまらない。

ヒマラヤを征服したハントが，何故山に登るのかと聞

かれた時「そこに山があるからだ」と答えたことが相当

有名な言葉として伝えられている。あんな目的のない気

持が何故一段の人気を呼んでいるのか私にほ少しも分ら

ない。これは前人未踏の地を征服した隊長一 というフ

ィルターに獺されているからなんだと思っている。誠に

名もないわれわれがそんなことを云っても，なんだ子供
象たいなことをいうもんぢやないと相手の気を悪くする
くらいがオチだ。

飯攪に登りたいという極働ほ「そこに雷鳥がいるかも

知れない」という仮定だけではあるが，現実に「山があ

る」だけという無味乾燥さよりも私の気狩を駆り立てて

いた。そればともすると問題を解決できるという快感

が，美酒の芳醇な香りにも似ていたからである。吉江さ

んは高山憾吻に，小寺さんは山裾の林業地帯に，私は新

に低いながらも坂盟や鳥海のてつぺんの雷鳥に美酒を求

めようとしたわけである。同じ美酒でもちがうところは

小寺さんの美酒は金になるが吉江さんや私のものは少し
も金にならないというだけである。

雷鳥といえばポピュラーな鳥である。誰でもその名前

は一応は知っている。山の雑誌や紀行文等にこの鳥がよ

く扱われ，写真などにもよく出る。なおその上，エチゴ

ウサギのように夏と冬とで色彩を異にするので，保謹色

のよい例として小中学の教科書にもよく出るからであろ
う。

ところが，実壌にこれを見たという人も案外少いのに

おどろく。というのもこの烏がひどく隠遁的で，アルプ

スやその他の高山だけにしか震息しないということが大

きな原因でもあろうか。

今までに認められたこの鳥の棲息範囲は， 白山火山

飯豊と鳥海に

雷鳥をもとめて

☆ ・

成沢多美也

〔30．12．10受理）
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私は学校を出てから15年も大阪営林局に勤めてい

た。その頃の経営部長は吉江喬松氏の舎弟吉江汪氏。そ

の下の計画課長は小寺農夫氏であった。小寺さんは，そ

の後秋田営林局の経営部長に栄進されたが，春秋まだ高

からざるに，あたら英才を惜しまれて忽然と他界されて

しまった。

吉江さんと4寺さんは性絡的に相容fLないものがあっ

た。そうしたことは日頃の言動にもよくあらわれてい

た。吉江さんはよくアルプスの高山植物郷反にでかけ，

丹念な膳葉法で，原色標本を作り，それを台紙に礎花式

に貼るといった凝ったものを作っておられた。毎年それ

は天皇陛下に献上されてもいた。在職中刊行された高山

植物写真集はささやかではあるが，氏がこの世にのこさ

れた一つの消えない足跡でもあった。

小寺さんはといえば，いつも林の中を歩きまわって経

営案の鵜成に粍魂をうちこんでいた。当時拾頭しかけて

いた択髭作業も事諜諏に体系づけることや，風致体の多

い大阪管内のアカマツ林の加諜について途中相を永続さ

せるための画伐簿について，当時としてはざん新な方法

を毒案したり，だから小寺さんの頭からは，山と林とは

一体であり，木のない山は除地であり，山役人の行くと

ころではないと考えていた。「高山植物は森林ぢやない

よ」とも「山のてつぺんには林業はないんだからな」と

もいって､いた。このことは，吉江さんに対する反抗でも

あり皮肉でもあった。

茄桑蕊に年柄年中追いまわされていた私達にとって，

お父ツアんとおツ母さん(部長と課長をそう呼んでいた）

のイザコザのどちらに軍配を上げるかなどというゆとり

はなかったが，「山のてつぺんに林業はない」という再

発見（？）カミ次第にしゑこみ，それに黄色い息をハァハ

ア陸き乍ら登らねばならない苦痛もいやだったりしたた

め，もう50才になる今日も，高山に登る気持が起らな

い。出足を挫かれたとでもいうのであろうか。

ところが，私にこの赫崇の戒立たない山のてつぺんに

登らねばならない等潅が起きてし童った。それは今の学

校に勤めるようになってから，小鳥の生態にすこし頭を
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成沢：飯豊と鳥海に雷鳥をもとめて

いうので，特に雷鳥の棲息をたしかめてくれるようにこ

とづけしてやった。知人を介して登山口の山都町一ノ木

部落にも再三再四聞いてやった。林業試験場の宇田川竜

男氏にも，何か参考になる記事があったら送ってもらい

たいと例によって心臓一点張りの注文をしてやった。

いよいよ登山にあたっても，その道すがら猟師をたづね

たり山小屋の主人に聞いたり。だからまるで刑事が犯人

をつかまえるための聞きこ象蒐集のようなものである。

さて，頂上に途する霞での情報を総括すると，飯豊に

ばいるという人の方が多く，絶対にいないという人が’

人だけであった。

存在説の代表的なのは岡田喜一氏の女であって

（1）陸地測量部技師吉田林太郎氏が明治32年6月以

東ケ岳で,毎日三角点付近に2，3羽を目撃,時に
は雷鳥の肉を食べたこともある。

②明治33年7，8月飯豊頂上に1週間滞在，三角

点付近で毎日5～6羽を目撃，参拝者(頂上には飯

豊神社がある）は，これを神の使として危害を与え

ないので，人怯ぢしないこと。ここで捕えた雷鳥
ヂメカタ

を剥製にして行方吾一という人が持っている。

というのが，もっとも有力なものであった。このうち

以東ケ岳というのは飯豊連峯の北にある朝日連峯のうち

にあるもので，三面川経営区の水源である。

私は登山するにあたって，もっとも楽なコース盤越西．

線山都一ノ木一川入をとったのであるが，この川

久淵蒋で，小椋倉吉という一人の猟師を訪れた。この人

は30年もマタギ生活をしており，飯豊のことなら隅か

ら隅まで知悉していると云っていた。その人に内田図鑑

を見せ，また色灸説明もしたがヤマガケス（ホシガラス

のことをそう呼んでいた）ならよく見かけるが，いまだ

かってそんな鳥ほ一度も見たことがないと，雷鳥の図を

しげしげと見ていた。

こうした否定はあったが，なおかつ存在説もしっかり

している。第一火のないところに煙はたたないと昔から

云ってるぢやないかと思うと，雷鳥を見いまに私の頭の

なかには, 〃飯豊の雷鳥〃の映像がすっかりでき上って

いた。そして一刻も早く，写真で捉えてやろうと急坂と

暑熱に喘ぎながらも，明るい荒窪にみたされながら山道

萱急いだ。

4合目まではこの節鎧はブナの原嫡休に鐙おわれ，夜

間ば声の仏法僧がよく聞かれるといっていた。山階賀藤

治氏の紀行文にもそのことがのっているので僅人のいう

ことはたしかだろう。

三国峠小屋にでるとこの山ば漸く高山らしい気分が

漂ってきた。低い樹赫の中には，あちらでもこちらでも

メポソムシクイが四綴音のグミ声をあげていた。しかし

脈，赤石山系（南アルプス）木曾山脈（中央アルプス）

飛騨山脈（北アルプス）でその棲息高度も2,400m以上

（矢沢米三郎氏）乃至2,500m以上（岡田喜一，溝棲幸

保，内田清之助の諸氏）とされていた。したがってそれ

以下に属する東北の山系などは，いきおい問題にされて

いなかったわけである。

試に東北の山（38度線前後から以北）の高度をあげ

て象ると懸夫郎山(1，700)吾妻(2,024)蝿豊(2,105）
大日岳（2,128）朝日岳（1,870）月山（1,924）鳥海

'2,230)岩手(2,040)阜萢塗(1,914)岩木(1,625）
等であるが, 2,000mを越えるもの4坐だけ。誠に淋し

いものである。しかもそれとても鳥学者間に認められた

凄息高度には達していないのである。欲目で承れぼ，緯

度が訓鱈りであるから標商の高さは柿われるのでないか

と一応ば考えたくなる。

そうした疑問のうちに医博湯浅太郎氏は，「福島祭の

烏」の中で1,700m級の安達太郎山蕊で雷鳥を目撃し

た人のあること，その他の山についても次のような例を

発表されている。

昭和10年頃那須三年小屋北面(1,800m)

大原磯吉氏

〃11年8月飯豊絶頂付近 阿部金之助氏

〃27年 飯豊 半沢悌助氏友人

〃11年夏 鳥渡孤！ 道山草太郎氏

〃13年冬，鬼面山glbINI(1,271m)半沢悌助氏

〃'7年?月鉄山頂上(1,710m)尖謹蕊讓
（鬼面山，鉄山頂上共に安達太郎山彙）

〃24年8月吾妻山蕊東大嶺 渡辺正雄氏

この外出羽の三山（月山・羽黒山・湯殿山）で雷鳥を

見た人のあることも載せてある。

ただこれらが，捕獲されたり，写爽で生態を撮ったも

のでないだけに残念にも，スポーツでいうならば，公認

されていない憾承がある。たとえば満棲博士は，これ等

を引用して「これらを目盤したという話があるが，いず

れも学問的根拠がなく，これだけでば確認できない」と

している。一般に震息しないとされている山では，これ

を遜えすには，言葉や文章以外に実証的なものが何とい

っても強暴でもあり要請されるわけである。

蒲僕博士からともかく郷土の山を私達が調べないとい

うことはないと尻をたたかれ，飯豊と鳥海だけ朧，金と

時間があれば出かけることにしていた。

いよいよ膳をきあたが，それでもと思って出発までに

出来るかぎりの下調をした。県の国立公園係にも聞い

た。加茂の町で飯豊や鳥海を巣にしているという山のベ

テラン達にも聞くことにした。伜の友人が飯豊に登ると

＝
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成沢：飯豊と鳥海に雷島をもとめて

遠剛隊なこの鳥はいっこうに姿を見せてくれなかった。
ラヒン

7合目の御秘所の絶壁にはイワツバメが営巣していた。

3合目あたりからよくこの鳥を承かけたが，此処が後等

の本拠であったのだ。狼鐸は漸く羽化した弱たしいアキ

アカネを追いかけまわしていた。

御秘所では，ホシガラスの一群が人影を承ては，やか

ましくがなりたてていた｡ところどころの岩の上にハイ

マツの未熟の殻が沢山ちらばっていたり，ささくれだっ

た毬果がゴロゴ戸していた。ホシガラスの食堂というや

つである。

7合目のj屋の主人が，小屋のうしろに案内してくれ

た。砂利のガラ場に僅づかに余鴇を保っている高山植

物の一かたまりを利用して巣を営み，4羽のヒナをこの

家庭はもっていた。写真器をもってウロウロする私は，

親鳥にとっては危険この上もない怪物に映じたのであろ

う。2羽の親が， 2，3間先に虫をくわえた童ま尻を上

下しながら，私の一挙手一投足に気をもんでいた。

頂上付近では，岩場やハイマツの中を，巣立ち子を連

れたイワヒパリの幾群かに田遇った。

ウソが5，6羽連れ立って，東から西えとんで行った

り，ハイマツの群落の上に驚きの目を承わって私を見守

ったりしていた。

頂上と西ケ岳に至る間は，なだらかな陵線になってい

て高山植物一といっても主として禾本科に属する植物

が地皮をやわらかに包んでいた。その草叢をよく見透す

と兎の蕊が沢山ころがっていた｡兎はついぞ象かけなか

ったが，あちこちにひそんでいるのであろう。その兎を

れらってか雨域をぐっと張ったイヌワシが，この純痕の

空間を王者のように悠然ととんでいた。

ハイマツの群落の中では，カヤクグリかコパル1､色の

卵を1つ産承落してそのままになっていた。もう相当日

時がたっている。おそらくその祇瀬ほ他の大きな鳥の饒

食になってしまったのだろうか。

雪渓が後退して夏だというのに漸くその跡に新芽が春

をとりもどしたように萠え出ていた。そんなところには

特殊な昆虫がいるのか，キセキレイが1羽いそがしげに

餌を漁っていた。頒分を犯されて心外に湛えないといっ

たようにピンズイがそのキセキレイをムキになっておっ

かけまわしていた。

さて，私の目的は決してそうした高山鳥にあるのでは

なかった。ただ雷鳥を探し童わるあいまに目についたの

朧，そうした高山鳥であったというだけのことである。

私の考えでは，ハイマツの海一ひとたびその中に入

ると身動きもできない謹飲なハイマツ群落にきっと彼等

が居るにちがいないということ。

頂上付近の方がより低いところよりは遭遇する可能性

が多いはずであった。

雪渓の後退したあとには，やわらかな草が萠え出しで

雷鳥のヒナのよい蝉易のはずである。

イヌワシの攻撃をおそれて早朝と夕方，日中なら霧が

おそいかかる時は鍵等がでる可能性が多い。 、

こうした可能性のある時と所を想定して眼と耳に全神

経を集中して朝から晩まであるきまわったのであるが，

－私はついに一羽の雷鳥にも遭うことができなかった。

まつたくがっかりして下山する運びになったのである

が，8貫目のリュックが急にひどく重荷に感ぜられた同

一緒に行った中沢修二露もあまりしゃべらなくなったの

は私と同じ気持だったにちがいない。

ところで考えてみれば，頂上には僅づかに2日の帯

在，1本の道を往復したにすぎないのだ。これだけの調

べ方で，広範な山彙に「雷鳥は居ない」などと早合点し

てはならないことである。見果てぬ尊には未練がある

私は再産計画をたてて鳥海に登ることにした。高度か

らいうなら飯豊より高く，緯度も北よりなだけに棲息可

能性がより多いと思ったりした。

心安げに，鳥海山と一口に片付けてしまうが，国越え

してゆかねばならない。昔なら満州，台湾も隣と心得

て，とびあるいていたのに，縄戦後とかく気持がしみっ

たれになったのか，隣の県にゆくにもグツとこたえる同

これもあれもまづしい財政が私達を異状にまで義縮させ

てしまったのである。

それでも一念というものはおそろしいもので，なんと

かかんとか旅費を工面してしまった。

同行したのは近藤幹夫氏｡未婚のハチ切れそうな元気

者でアルプスは学生時代相当手がけているので，鳥海な

どは鼻の先で「フプン」とあしらっていた。

登り口はいくつもあるそうだが瀧口から登ることに
した。

吹浦の町で，営林署の担当区によって聞いて承た。根

当区員の話では，鳥海とは名の象で，鳥は少くもちろん

雷鳥は象たことはないという。

担当区のすぐ近所に郵便局長畠中善弥氏の家がある

畠中さんは，こと鳥海に関するかぎり鼠の穴まで知って

いるという評判であった。朝早くだったので，局長さん

をつかまえることができたが，ここでも雷鳥の存在ほ悲
観的なものであった。

鳥海の裾野にはもう30年にもなっただろうと思われ

るスギの官庁造林地がひろがっていた。あまり生育はよ

くない。ラバの上に薄い土層がのり，水にまづしいこの

裾野でば好掴生のスギには蝉塁なのであろう。それでも

このスギ林にはクロツグミ.や三光鳥，サンシヨウクイが

多く，もうシーズン外れにもかかわらず，喧れた声を張

《
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成沢：飯豊と鳥海に雷島をもとめて

上山脈と，南部の阿武山脈だけで，鳥海などはほんのち
ょっぴり首を出していた程度だったかも知れない。

さらに想像を暹しくすれば，鳥類の発生はこれ以前中

世代の株羅紀である。雷鳥がそれ等の派生だとすれば，

海侵の洗礼をうけた現在の東北諸高山から，飛翔力のな

い蔑鳥が消滅したと考えるのはそう無理なこぢつけでも
なさそうである。というのも現林野庁猟政課長葛精一氏

が往年早池峯頂上で1週間がかりで1羽の雷鳥を目難し

たと伝えられているが，これなどは地殻の変動と鳥の消

長をよく物語っているものではないだろうか。

それに舞莞問題としては，鳥海では飯邊のように鶴息

すると唱える人が少いということがもつと致命的なこと

である。

もちろん飯攪同穰1本の道を上下したに過ぎず，群盲

象を托する速断は許されないとしても，鳥海の雷鳥棲息

説には飯豊のものよりはずっと影のうすいものがあるよ

うである。

さて，私は東北のエミネントな山2つに雷鳥を探しも
とめてついにこれを見出すことができなかった。

しかし前にも云ったようにそれがすぐ，否定というこ

とに通ずるものでばない。というのもハイマツで面白い

話がある。

高度や緯度からいって当然あってよいとされるハイマ

ツが富士山にないことは有名である。それと軌を1にし

て澗州の長白山にそれがたいとされていた。それは両者

とも火山鍵浩の歴史が新しいので，絶滅した玄ま，回復

できないのであろうというのが棚吻学昔の一般的な見解

であった。ことに面白いのは，ロシアの有名なゴマロフ

である。彼の尤大な満州植物法を見るとよくも，こんな

に隅から隅まで歩いたものだと舌を巻くくらいである。

彼は克明な調査の結果長白山にハイマツのないことに言
及して「今後如何に進鐇が錨垂し，この山のすゑず象ま

で，郵便配達夫が入るようになっても，ついに1本も見

出すことはできないだろうJと極言している。
ところが，われわれが館1回長白山学術調査に行なっ

た時，長白の林務課に勤めていた1官吏が，この山蕊か

ら五葉楼を採ってきてわれわれに示めしてくれた。念の
ため新京に帰ってから葉の横断面を検鏡してみると，そ

れが紛れもなくハイマツであることがわかった。

場所は長白山の中心部ではなく,"15km離れた地
点ではあったが，長白山蕊にばちがいなかった。

この例を見せたらコマロブはどんな顔をすることだろ

うかと思った。

いかに優れた学者でも，自然にむかって大きな口をき

けるものでないと思ったし，まして私如き罪才が僅づか

な時間で断案を下すなどという大それたことはできるも

のでない。

ただ前にも云ったように，可能性妹鳥海より飯豊の方

が淡厚のように思われるので，次回調査はまづ飯蝋に主
力を注いでみたいと思っている。

り上げて旅情を慰めてくれた。

この鋤い造林地を出外れるとひくい細い広葉樹であ

る。多くはブナやマンサクやイタヤ等であるが，小鳥を

宿すほどの抱擁力のある森林ではない。5合目から漸く

亜高山性の鐵目を呈するこの山には行けどもいけどもハ

イマツの群落が見当らない。7合目の鳥の海火口湖が漸

く高山性の植物が目に入るようになった。

この火口湖は相当古いようで，底にある湖水を上から

見ると烏の格好をしている。鳥海の名はそこからだとい

われている。

さてここに達するまで出あった鳥は数える程しかな

い｡僅づかにウソの群,山腹をかすめてとぶイワツバメ。
キセキレイが時を思い出したように鳴いたりとんだりし

ていた。

ピンズイもあまり多くはなかった。8合目のガラ場に

営巣していたピンズイが何かあわただしくそして悲しげ

な鳴き声を張り上げて岩からずらない。近よって象ると

1匹の青大蒋がわれわれの足音におどろいて逃げだし

た。巣の中にはダツタ1つの生点しいうンが残されてい

た。この蛇の重鑿で雛が最後にのこしたものであろう。
ピンズイがこのように地上に営巣する限り，この不幸

は永久につづくことであろう。またそうしたことのため

にピンズイが少いのだろうかと思ったりした。

ハイマツがあるのは8合目以上であるが，それもごく

僅づかであった。9合目から頂上付近にいたるまで，ミ
ャマハンノキの群落が黒く岩にこくりついている‘)その

中にウグイスが鳴いていた。そんな高さにこの鳥を聞く
のは，意外な気がするものだ･おどろいたのは，そのミ

ヤマハンノキの群落の中から湧いて流れるようにメ濃ソ

が鳴いていることであった。今まで淋しかった鳥相だけ

にそれは私達の印象に強く灼きつけられた。

飯豊では6合目から7合目程度に撰んでいるのが常で

あったのに，ここでは最も高い部分を我がもののように

占領していき。結局は植物群落の構造と分布の差による
ものであろう。9合目から10合目の岩場にイワヒバリ

が時折姿をあらわしたが，登山者にいぢめられていると

見えて，ほとんどわれわれをよせつけない。

さてここで雷鳥を見つけることばできなかったという

より，雷鳥を探すだけ野暮のような気がした。

雷鳥の棲息しそうな場所がないというより，東二I娠高
だという此の鳥海の海抜高力澗題なのである。

現在殿高澤になっている新山は150年識苅に噴化して
出来上ったものである。それまでは第3紀愉罐火山活動
はなやかな時代にできた鳥の海火口湖が此の山の主峯を

なしていたのであろう。それは現在の7合目である。こ

れでは雷鳥凄息高度としてはちょっと足りない。また地

史の語るところによると，この東北地方は第3紀に2回

の大海侵と2回の鱈塵があり，最後の第3紀末から洪稜

紀にかけての陶起で略舞在の地形ができたという。
しかもこの時海侵をうけなかったのぱ早池峯を含む北

雪
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昭和31年度林業專門技術普及員資柊審査課題

〔專門科目････森林計画】

第一間次の問題から1題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい） （満点．．
（1）わが国森材攪源の現状を概説し，林産物の需給の均衡を図るにはどのような方策を推進すべきか，

的に述べなさい。

（2）現行森稗計画制度における民有保安林の営林の監督上の規定について具体的に述べなさい。
（3）林業技術員は民有林の経営指導に当りいかなる点に留意すべきか具体的に意見を述べなさい。

第二間次の間題を簡明に解答して下さい。

（番号を書いて答を書いて下さい） （満点･…30点1題．．
（1）森林純収穫説

（2）森林法でいうr森林」

（3）標準間伐立木材稜

（4）立木庭

（5）胸高形数

（6）工芸的伐期齢

（7）字切図

（8）測堂法でいう「韮本測量」

（9）図解輻射線法

〈10）標本抽出調査法

〔専門科目･･ ･･経営】

第一間次の問題から1題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい） （満点．．
（1）澗木の評価方法は色をあるが，それらについて詳しく述べて下さい。
（2）作業種の主なものを挙げて，その各灸について述べて下さい。

第二間次の問題を簡明に解答して下さい。

（番号を書いて答を書いて下さい） 職点･･･30点1題．
（1）森林基本計画に定めるべき事項を述べて下さい。

（2）胸高形数について述べて下さい。

（3）区分求積法について述べて下さい。

（4）地利について述べて下さい。

（5）ワイゼ式測高器とはどんなものですか，説明して下さい。

（6）次の3つの林業地についてその施業の特長を述べて下さい。

1． 妖肥林業

2． 尾鷲林業

3． 北山林業

f7)草地改良上の樹林の効果について述べて下さい。

（8）森林の生染出す価値を3つに大別して述べて下さい。

（9）平均磯用と限界饗用との関係について述べて下さい。

『10）損益取引と交換取引について述べて下さい。

〔専門科目…･造林］

第一間次の問題から1題を選んで解答して下さい。

30点1題･…

(満点･・

30点1題･・

･30点）

具体

3点）

一
一
一

ロ

・・30点）

0

・・3点）
一
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昭和31年度林業専門技術普及員盗格審査課題

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい） （満点.･･･30点．

（1）薪炭林から用洞林えの林種転換の必要な理由と，それに伴なう今後の薪炭林対策にっ､､て述べなさ↓､．

（2）種子採取を行うぱわい，剛鋤の選択上考慮すべき事項を具体的に述べなさい。

第二間次の間題を簡鵬に解答して下さい。

（番号を書いて答を書いて下さい） （満点･…30点1題･･ ･･3点

（1ノ スギ，ヒノキの天然分布の南限及び北限について述べなさい。

（2）精英樹の具備すべき条件を述べなさい

（3）林業種苗法の指定樹種を挙げなさ1．

（4）固形肥料について述べなさいc

（5）クロシウムについて述べなさい。

（6）ハンノキ属の肥料木5種類を挙げなさ↓，

（7）下種茂の意義を述べなさい。

（8ノ上層間伐の意義を述べなさい。

（9）竹の自然枯について述べなさ↓・

（10.）枝打の目的を述べなさい。

［專門科目・・保調

第一間混交林ほ病虫害に対して抵抗が強いといわれるが，その理由として考えられあことをなるべく例をあげて

詳しく解析して下さい。 （満点･･ ．30点）

第二間次の問題を簡明に解答して下さい。

鱈号を書いて答を書いて下さい） ’ （満点.…30点’題.. 、3点ノ
（1）スギノハダニ。

（2）スギハムシの生活史。

（3）苗畑におけるBHCの薬害。

（4）林木の害虫で鞘翅目に属するものを5種あげて下さい。

〈5）次の害虫の加害樹種と最近特に大発生をした地方名をあげなさい。
ユキオピエ変シヤク 2． マツノクロホシハバチ

3． トピスジマダラメイガ 4． カタピロ.トゲトゲ

（6ノポプラの鋸病。

（7）マツの青変菌。

（8）石灰硫黄合剤はどのような病虫害に対して使われますか．またその使用上の注意につ､,て記して下さ↓､倉

（9）水和剤と乳剤とのちがいについて書きなさい。

（10）狩猟烏5種をあげて下さい。

【専門科目・・ ・･林業機械】

第一間次の問題から1題を選んで解答して下さい

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さl. (満点…･20点）

（1）林業機械化普及の目標とすべき諸点を挙げその理由を説明しなさ、､。

（2）わが国でもっとも普通に行なわれている架空線集材（集材機使用）の索張り方式2種以上を図解しなさ（､。

（3）自動車用発動機と定置式農用発動機の性能の相異について述べなさい。

第＝問次の各項目を簡明;こ解説しなさい
輌点･・・・20点1題・・ ・4点）

（番号を書いて答を書いて下さい）

（1）動力′鋸 （2）多支間連送式索道 （3ノ遠心クラッチ

（4）マン壷ン鋼 （5）振動波による架空素の張力測定法

第三間次の各項目腱ついて数値を概算しなさい
（満点･･･20点1題･･･10点、

（番号を書いて答を書いて下さい）
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昭和31年度林業専門御肺普及員費絡審査課題

ノ
ブ

１
２

く
く

総重量1000kgの荷重を毎秒1nlの速度で空中を鉛直に吊り上げるのに要する動力（単位：馬力）

ある特定の区間の運材において，設備資金100,000円作業費100門/石の運材法が設備資金10,000円，

作業費200円/石の運材法よりも経済上有利となる搬出錘の限界（単位』石）

［専門科目･･ ･･木材加エ〕

木材利用合理化の意義を論じ，次の各事項力味材利用合理化という観点からどういう意義をもっているか

述べなさい。 （満点…･30点）

エ製材歩止りの向上 2．木材の人工乾燥 3． ランバーコアー合板

4．木材防腐 5． チツプポード

次の各問題について簡明に答えなさい。

（番号を書いて答を醤いて下さい） ． （満点･…30点1題･･3点）

第一間

第二間

ｊ
ｊ
Ｊ

１
２
３

く
く
く

チツプポード製造作業の内容を工程順に挙げなさい，

集成材の改良木材としての意義を述べなさい。

次の接着剤を耐水性能の良いものから順にならべなさい。

1．カゼイン 2． 尿素フォルマリン系鋤旨 3． メラミン樹脂

4．大豆グルー 5． 石炭酸フォルマリン系樹脂

円鋸のテンションと帯鋸のテンションの意義挺ついてその違う点を述べなさい。

オスモーズ法について述べなさい。

木材箪激巣でケースハードニングとはどういうことですか。

接着剤の可使時間とは何のことですか。

次のA,B2本の丸太の材積は何石か，日本鍵休規格によって計算しなさい。
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B
少

丸 太番号 A
一

最 小 径 31cm 25cm

36cm l 26cm最小径に直角方向の径 36cm 26cm

中 央． 径 38cm l 28cm

長 さ 2．08m 5．10m
Q

（9）右の図は木材･の圧縮強度と含水率の関係を示す

グラブですが，どういうことをあらわしている

のか，言舅篭で説明しなさい。 ，
~

(10）広葉樹材の導管の配列にはどんな種類があるか

挙げなさい。

0 10 20 30 40 50 60 70

％

陣門科目･･ ･･林産化挙］

次の間題から1題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい） （満点k淫んたl荷]運の菅号を燭ぃ弓L誉を書いて卜さいノ （満点

第一間

. ．.､30点）

（1）自蝦における普及炭窯または優良窯の構造図を描いて寸法を記スし，その標準炭化操作と経過について簡
嚇こ述べなさい。

（2）家庭用代替燃料の進出状況に鑑ゑて木炭界はいかに対処しなければならないか論じなさい。
第二間次の間題を簡明に解答して下さい。

（番号を書いて答を書いて下さい） （満点…･30点1題…・3点）
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昭和31年度林業専門技術普及員資栴審査課題

（1）炭窯における灰化

（2）窯さまし

（3）窯土の良否の見分け方

6

（4） ユ． カロ リ ー 2．燃 焼

（5）むしかまど

（6）新聞紙

（7）樟 脳

（8）ス フ

（9）次のものにほどんな林鋤が使われていますか。

1．リノ リウム 2スキーワツクス 3．靴 墨

（10）次のものにはどんな満産物が使われていますか。

1．アイスクリーム 2ポマー ド， ．

【專門科目・・・･特産］

第一間次の問題から1題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい） （満点･･･ .30点）

（1）特用樹木の栽培は，山村農家の安定に寄与するところが多いのでその栽培の普及に努力されているが，

なかなか発展し難い。その盲点Iまどこにあるのであろうか，特用樹木のうちから任意の1樹種を選んで

説明しなさい。

（2）特用樹木の栽培を山村農家にすすめる場合によく果樹の栽培と，どちらが有利かと質問されます。どん
・ なふうに農家に説明してやったらよいでしょうか。

第二間問題を印刷した月職の答案用紙に解答しそのまま出して下さい。

（出願書経由都道府県，受審番号，氏名を夫盈の柵に忘れずに書いて下さい）
（洲点･ ･30点1題･･3点）

〔答案用紙］次の問題を示めされたところに従って解答しなさい。

（1）次にあげたのはクリの有名品種です。品種名の括孤のなかに早・中・晩及び大・中・小の記号により,そ

の品種の熟期と緬彦の大きさを示しなさい｡例オサヤ(早.小）
1．ギンヨセ（ ） 2． ガンネ（ ） 3．大正ワセ（ ）

4． バンセキ（ ） 5． シモカツギ（ ） 6．豊多摩ワセ（ ）

（2）次にあげたのは現在最も多く植えられているクリの品種です。このうちからクリタマバチの抵抗性品種

を選び，品種名の前に○をつけなさい。

ギンヨセ 大正ワセ 利平グリ中生タンパ 笠原ワセ

豊多摩ワセ ガンネ シモカツギ アカチユウ

（3）クルミの種実の主要圃扮は，脂肪とタンパクを含むので，保健食料として麹兇されます。その･成分含有
量ば次のどれに最も近いか。○をつけて示めしなさい。

脂肪含堂； 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

次ンバク含堂: 20% 30% 40% 50% 60%
（4）校怜10年，目通り周囲30cm位のウルシ山の場合ウルシ掻きの1人掻き山の本数と，それからの生

漆の収量漣大体どのくらいか，次のものから選び○をつけて示しなさい。

1人掻き山の本数： 300本 400* 500本 600* 700本

1人掻き山の生漆の収量： 10礎 15賃 20賞 25獄 30貧

（5）コオゾの生皮から得られる乾燥黒皮の収量は大体どのくらいか。次のものから選び○をつけて示しなさ

い｡

14霞~'16％ 16～19％ 19～23％ 23～25％ 25～27％

（6）次にあげたのはいわゆるテツポウムシの喰害外観である。被害の原因となっている昆虫名を括弧の中に

書きなさい。

一

｡

＝
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1．幹の喰害孔から木くずや虫ふん（虫糞）を排出している。（ ）

2．幹の喰害孔からだした木くずや虫ふんを綴ってふたをしている。〔 ）

（7）ツバキの種実171･からとれる椿油の錘は次のどれに蛾も近いか，○をつけて示しなさい。

1合 2合 3合 4合 5合

〈8）次にあげた商品はわが国の特殊林産物を原料としている。括孤の中にその商品の原料名を書きなさい。

1． マロングラッセ（ ）2．植物性ポマード（ ） 3．色鉛筆（ ）

4． ペンキ（ ） 5． 改良半紙（ ） 6． 障子紙（ ノ

、9）次にあげたのはわが国の特殊林産物とその主産地である｡主産地名の括孤内に関連のある特殊林産物名
を，特種林産物の前につけてある番号で入れなさい‘

1． ク リ 2． クルミ 3． ウルシ 4． ，、ゼ 5． アプラギリ

6． コオゾ 7． ミツマタ 8． キ リ 9． 竹材 10． シュロ

(a)岩手泉浄法寺町( ) (b)茨城県太子1111. ( ) (c)茨城県石岡町' )
(d)福島県会津地方( ) (e)長野県小県郡滋野，和両村( )
(f)福井県西田村( ) (9）高知泉高岡郡( ) (h)京都府乙訓郡（ 、
(i)福岡栄三池大牟田市池方( ) (j)和歌山県WII村( )

(10）次の外国樹種の増殖がはかられています。それば何を生産するためか，括弧のなかに記スして下さし、

1． ペカン（ ） 2． オリーブ（ ．） 3． 支那アプラギリ（ ノ

4． アカシヤ・モリシマ（ ） 5． コルクガシ（ ）

0

‐

q″

【專門科目・・・･青少年］

第一間林業改良普及事業推進のための青少年クラブの結成と育成上，指導助言の留意点を箇条善に整理してのべ
て下さい。 （満点…30点）

第二間問題を印刷した別紙の答案用紙iこ解答してそのまま出して下さし､。

（出顔雷経由都道府県，受審番号，氏名を夫盈の欄に忘れずに書いて下さい）

（満点････30点1題 ・・3点）
、

〔答案用紙〕次の問題全部について正しいと思うものの番号をOでかこんで下さい。

（1）日本の蒋諏菌積は次の数のどれに最も近いか。

1. 2,736万m渉2. 2,253万町歩 3. 2,515万町歩 4. 2,826万町歩 5. 3,257万町歩

（2）全国平均1森林所有者当りの森材面積は次の数のどれに最も近いか。

ユ． 0.80町歩 2．1．21町歩 3．1．57町歩 4． 2．26町歩 5．3.虹町歩

（3）森林区実施計画繊立については次のうちの誰が担当するか。

1．農林大臣 2． 都道府県知事 3．森林計画編成員

4．林業技術員（ﾎｲ捧営捷暮員） 5． 森糾組合技術員

（4）全国で民有林の毎年の謂髄面積は次の数のどれに最も近いか。

1．136千町 2． 282千町 3．374千町 4． 487千町 5．525千町

r5)アカマツの適地土壌型は次のどれに属するか。（太字が次の遥馳の中の最適地）
1. Bd-Be-Bf 2. Bb-Bc-Bd-Be 3. Bb-Bc-Bd 4. B←Bf~-G 5.Bo-Bd-Be

6）ミツマタを植栽する場合次の適地，菱苗法，造林法のうちどの例をとるのが正しいか。

I

＝

蕊 苗 法

根伏法

癖霞法分根法

癖種法挿木法陶
癖瞳法分ｵ鱈髪

播種法＃麓k法

区分 』一 地 造 林 法

東南面緩傾斜地，砂礫質
西，北風衝地を忌む
冷涼適湿の埴質壌土

壌土を好桑，
１
２
３
４
５

株間間隔3間反当り33本

1町歩当り1,500本

ユ町歩当り450～500*

1町歩当り12,000～20,000*

1町歩当り蕊,,:雛

法撚
鐸
搾
》
鐸

温暖多湿の砂礫賀土壌

温暖多湿の緩傾斜地，壌土叉は石礫埴土
土層深き排水良好の地

一・-－36－－－－
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昭和31年度林業専門技’|譜及員資格審査課達

（7）次の肥料のうち石灰窒素と配合出来ないものはどれか。

1．尿素 2．大豆粕 3．草木灰 4．過燐酸石灰 5．硫酸加里

r8)次の害虫のうちヒノキを食害するものはどれか。

1．ヒメスギカミキリ 2．マツノシラホシゾウムシ 3．マツノキクイムシ

4．マツカレハ 5．マツノクロホシノ､パチ

イ9）成長率を計蝉するには次のうちどの公式を用いれば良いか。

LK=0k 2. V=dngノ 3. V=（γ1+γ磐十γ3．・ ･+7")

4P=(;/M-')×,00 5R=F=('.0p,,'-1)0．0p

(10）ブナの利用的性質ば次のうちどれか。

収縮率
柾目％冤蕊雲

0．26～0．52

0.41～0．76

0.72～1.10

1．01～1．30

0．60～l･20

収縮率
板目％＃'?滞騨|輔辮

345～365 195～225

815～1,015 822～763

800～1,200 1,200～2,500

120～320 120～250

95～190 180～260
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０
０
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2 2．0～13.0 | ::：
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0．35
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１
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０
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季

ｑ
〕
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一
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０
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◆
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０
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一
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【專門科目････普及】

第一間林業改良普及活動をすすめてゆくのに障害になっている点は何か。またそれを克服するためにはどうすれ

ばよいと思うか。出来るだけ具体的に箇条雷に整理して書いて下さい。 （淵点･･30点）

第二問問題を印刷した別紙の答案用紙に解答して，そのまま出して下さい。

（出願書経由都道府県，受講番号，氏名を，夫灸の柵に忘れずに書いて下さい）
（満点･･ ･･30点1題…・3点）

【答案用紙］次の間題全部について正しいと思うものの番号を○でかこんで下さい。

（1）世界の講誹掴積は次のどの数腫最も近いか。

1. 390,960万ha 2. 1,278,419"ha 3. 422,840万ha 4. 98,461万ha 5. 862,920万ha

（2）日本の森林所有者数は次のどの数に最も近いか。

1. 7,210,325 2. 690,425 3. 11,250,362 4. 5,001,633 5. 6,238,426
'3）貴果におけるスギ，サワラの適m伐期令級は次の何れに属するか。

1．証（56～60年） 2．Ⅷ（36～40年） 3．Ⅸ（41～45年) 4. X(46～50年）

5. n(51～55年）

4）発芽率30％のスギのたれは，1坪当り次のどの鐘を繧鐸にまけばよいか。

ユ． ユ5匁 2．19匁 3． 28匁 4．46匁 5．97匁

イ5）．スギの適地土壌型は次のどれに属するか。（太字が次の適地の中の職謬池）
1 Bd-Be-Bf 2. Bb-Bc-Ba 3. Be-B←G 4.Bc-Bd-Be
5.Bb-Bc-Bd-Be

6）キリを植栽するときは次の適地，養苗法, iaX法のうちどの例をとるのが正しいか。

0

ヲ

へ

句

苗法 造 林 法区分I 錐適 地
且

》
》
ゞ

は
土

壌
趣
露
唖

耀
繩
撫

緬
》
錘
》
岬
》

１
１
１
１

冷
温
温
東
西
士

１
２
３
４
．
５

1町歩当り 1,500本

1町歩当り 450～500本

1m渉当り 12,000|～20,000本

株間間隔3間， 反当り33本

'蝋:｡本,普通1,00.本

法
法
法
法
法

緬
癖
緬
織
緬

分根法

挿木法接木法

分根法

〃

接木法
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昭和31年度林業専門技術普及員資絡審査課題

次の肥料のうち確安と配合出来ないものはどれか。

1．石灰塞謂 2．尿素 3．塩安 4．硫酸加里 5．趣騨嘩灰

ヒメスギカミキリの防除法味次のうちのどれか。

1. D.D.T.撒布 2. B.H.C.地上掃舗 3. 剥皮焼却 4. 卵塊採集 5. 砒酎溌瀞髄布

成長率を計算する場合のうちどの公式を用いたらよいか。

1. V=I(J)',+7g+'>'3+…+'>'") 2. P=-器器×響 ar=f
4N=v'0p" 5v=-fw=7!
ヒノキの利用的性質は次のうちどれに属するか。

7

（8J

9）
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円

中島広吉林学 昭22 ユ2O脇田勝之木制工作接蒲の技術

島本貞哉(訳)択伐林 昭'0 300大崎貞一木材接手切組方図集
中村蚤太郎択伐作業論 昭24 200北滅動{索会落葉松材の用途
佐藤敬二林木育種諭

鮭：::山林厨繍職蕊厚朴山翻河田 悉間伐と林内簡易統計
林法

舘脇・森本天塩演習林に於けるアカェゾマツ林 〃 ＝錘珪迩…鐸
〃 樟

円

昭22 120

昭5 300
昭6 200

桃・白楊・造
明41 220
明40 150

用昭6 100
明19 150

用植物調査書
大4 500
明38 220
犬11 400

のバランス

昭21 200
昭28 ‘ 180

る林内植民の
昭19 200
大13 250
昭23 220
大14 250
昭28 150
昭7 1，200

昭5 450
昭13 350
大11 430
昭15. 180
昭27 350
大12 200
昭18 380
昭6 380

・鐸・漆識旅法

大日本山林会漆樹の栽培法と其の利
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〃 林業政策・法規及び行政

高橋延・高橘武北海道演習林に於け
研究

樺太庁樺太森林一斑
林野局ソ連邦森林法
奥野道夫米制及其取引

林材新聞社木材の消我層を探る
宮内省放臓
田村剛実用庭園学（植物篇）
上原敬二生躍と芝生

宮沢文吾盆栽附鉢棚花卉

W11鑑太郎栽培実験蘭と万年青
北海道庁道有林管内概要
戸沢叉次郎丸太材積及製材量計算書
佐藤潤平澗学樹木図説
満 鉄満洲造園樹木
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吉田正男測樹学要論 昭16 1，200
寺崎渡北海道の森林施業に関する私見

昭25 200
栽茅署デ響娃冨奉劣尭･溌幸バー－斤倫塞 11万｡ ◎⑨八

寺崎渡北海道の森林施業に関する私見

昭25 200
束京営林局森林施業の一夕物語 昭8 22O
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上原敬二林業の経営 大9 250
杉村誠之介鉄線寵工法 昭7 15O
関谷文彦木材の解剖的性質 昭22 200
大蔵省建築部建築用本邦産木材及石材(木材之部）

大3 500
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昭和31年度予算昭和30年度決算報告

1．経常部予算 自昭和31年4月
至昭和32年3月

1．貸借対照表 昭和31年3月31日

貸 方方借
出常

目

部収ス

篭
科 目｜金額科 目｜金額

一一一

円
5,982,631

908,878
742,468

1,033,340
1,158,908

円
4,965,948

275,421
269,790
453,606
931,972
295,550
60，000

980,455
1,593,483

土地建物
什器備品
部分林
棚卸品
売掛金
未収入金

濱､零E鴬
現金及預金

議職
仮受金
未弧金
当期剰余金

’' 9 ’ 9,826,225計蔚 826,225二

損益計算書 NM131年3月31日2

利損 益失

目 ｜金 額

円
896
700
575
026
606

|金額
円

1,615,327
5,432,0“
3,389,535
2,991,294

236,629
17,489,739

5，637
218，793
407,897

1,158,908

科科 目

会識収入 4,854,
会館収ス 337，
事業収入27,149,
雑収入 150,
期末棚卸 453，

欝首鮮壜
運営費

襄費喜
事業費
雑損失
貸倒金
減価償却費
当期剰余金

計 計 32,945,80332，945，803

2．臨時部予算

臨時部支出臨時部収入 臨時部支出

項 圓 ｜金額 項｜ 目 ｜金額

鱒'嬢‘":::;｜ 睾壼:；
…、 ‘"5，',‘’

財産 目録 昭和31年3月31日3

｜ 金目
一

額科

門
4,965,948

275,421
269,790
453,606
931，972

60，000
980,455
295,550

1,593,483

9,826,225

土地建物
什器備品
部 分 林
棚 卸， 品
売 掛 金
有価証券
仮 払 金
未収ス金
現金及預金 昭和31年7月10日発行

林 業 技 術第173号
編集発行人 松 原 茂
印刷所合同印刷株式会社

計

仮
未

受
払

742,468
1，033，340

口

早

金
金

一

計 1,775,808

8.050,417

発行所 社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七霧地
電話（33）7627．9780番
振替・東京60448番

正味賀 産

計 9,826,225

－39－
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〒50
中村賢太郎著東京大学教授・農博

著者は東大教授として，育林学原論その他多数の著書があるが，退官に際

教科書用として執筆されたものが本書である。過去30年間に渉る著者の
豊富な学識と経験ば既に学会にも定評があり，一般林業技術者の権威ある
参考書としても好適と考え，敢えて御購読を願う次第である。

－主要目次－

1総説（森林・林業,林学・造林（育Ⅵタネおよび苗木（品種,産地・林木

林)・文献） 育種・タネ・苗畑・山行苗・サシキ ｛
Ⅱ森林地理（森林限界･･世界の森林． ナエ） リ

退官に際し，特に弊社の請を入れて，

・劃伐作業・辮障庭髭作業･棋形傘
伐作業・択伐作業・原始的択伐・群

状択伐・恒纐ホ･薪炭林･天然生林

の成因･天然生林の施業）
x各論（スギ・ヒノキ・ヒバ・テカマ

ツ・カラマツ・モミ類・エゾマツ，

トドマツ・外国産針謁徴・ケヤキ・
その他の広葉樹） ．

Xl試験研究

一

日本の森林・原始林） Ⅶ造林（造林法の種類・マキツケ造林

Ⅲ林木（樹種の性質･林木の特性・繁 ・ウエツケ造林･新植及幼令林の手
植・成長・危害・混交林） 入〕

Ⅳ環境（制限因子・気候・土壌・場所Ⅷ保育（間伐・枝打・澗地の保育）

・地位） Ⅸ更新（作業種，作業法・天然下種．
v造赫計画（施業方針・造林法） 皆伐による側方天然下種・傘伐作業

世鮴と加州鞠作釧で崎
徐総通い今>職帆
、伸総桝蝦

少
《
ｇ
Ｆ
Ｉ
Ⅱ
９
０
Ｆ
■
含
Ｇ
Ｉ

一

言蓋蝿琴
（3）鉱山原図用
（4）多色刷印刷原図用
（5）精密機械製図用
（6）造船及び航空機設計用
（7）航空写真用
（8）地図複写用

(御引合あれば現品持参の上御説明申上げます）

製品はアルミ箱をサンド

して製作されて居ります。

東南方及び世界中の開発工事に
なくてはならぬものです

製造元

(有)きもと商会
取扱所東京都千代田区六番町七番地

社団法人日本林業技術協会測量指導部
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チェンソー(自動鋸）
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１
１ 御観下さい.ノマツカラー．スーパー33型の

気品の高いデザインを！

一見してマッカラーの秀れた品質と
常に世界チエンソーの王座を占めて居る理由が良く判り主す。

マ･ソカラー・スーパー33型は髄か20ポ

ンドに過ぎません．此の嫌な商馬力・商

'切断能力のチニンソーが，此の嫌な経披

講而もよく纏った形態iこ出来上ったのは

世界で蛾初であります。

スーパー33型は鋸の亜眠に比し1”％

以上の仕事をしますので，総ゆる水材切

断に関係ある方なの必備舳としてスーパ

ー33型は決定的なものとなって居ます．

１
１
１

高 馬 力

軽 通

MCCULLDCH Ⅱ

旬

■

0γ、 26"、30ケ

世界鰻大のチエンソーメーカー・マツカラー・モータース社日本総代理店

公橇式会社新富商行
末辻北海道小揮市稲測町東七丁目十一番地寵話5550番代淡
出張所東京都中央区日本柵通一丁目六番地北海ピル電話(28)2136番幟
サーピスエ柵東京郡江弧区瀕‘川加崎町2番地露話（64）3091蕃

一.ﾛ ■－．､一一＝一一一一戸一宇_一一一一一

１
１

｜ ”~ゞ4
m＝ざ■■一＝‐電一一二

'一 奇一一一●－－可 -- ロー画一

｛

I このマーク，〃品質を保証する品質

韓ニホとの筈鏑に,／
ブランコケムシ、マツケムシ、スギタマバエ

の幼虫。成虫に優れ7こ効果を発揮しまプｰ。

蓑↑こ剥皮後及伐採鐸也害虫の殺虫にも画期的
な効果があります。|,鶏I

||’

醗 粉剤

日本農薬株式会社 蓋賑鷲':零麗涛寧:L2の磯

注:‘
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種 類｜ ↑7型 ’ 5－30型 1種 類’ ’7型 ’ 5－30型

気化器|塾ﾛ顔ﾄ嵐ｽ愈驚淨龍型 式

回転数 5600R､P,M 4700R､P.M

燃料容量 1100cc l500cc チエンオイル手動ブランヂヤーポンプ式

☆カタログ贈呈★

日本総代理店 本社：東京都千代田区神田五軒町四番地

三國商工株式會祗翻深国暢 ： 為：
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62×38mm

8：1

130cc

ヤクリーナー

始動装置

クラツチ

鋸長（吋）

一一

特殊繊維製

自動巻込ワイヤー

自動重心クラッチ

鎧'瀞，篭' ’ 18，23，28，
33，38，42
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